
 
 

 

 
 

 第７次山形県保健医療計画【最上地域編】では、「数値目標」を掲げ「目指すべ

き方向を実現するための施策」を設け事業を進めており、施策ごとに実績と来年度

の事業計画を表にまとめています。 

 

 「令和３年度以降の実施計画」のご検討をお願いします。 

 

１ 最上地域保健医療協議会（地域医療構想調整会議） 

協議・報告事項（１） 

第７次山形県保健医療計画【最上地域編】の

令和２年度における主な取組み及び令和３年度

以降の実施計画について 

1



 

     

第
７
次
山
形
県
保
健
医
療
計
画
（
最
上
地
域
編
）
 

令
和
２
年
度
に
お
け
る
主
な
取
組
み
及
び
 

令
和
３
年
度
以
降
の
実
施
計
画
（
案
）
 

        

令
和

３
年

３
月

 
 
 
 
日
 

最
上
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
 

  

2



 

-
 
1
 
- 

 １
 
医
療
提
供
体
制
 

項
 

 
目
 

現
状
 

(計
画

策
定

時
) 

直
近

値
 

目
 

 
 

標
（
上

段
）
 

出
 

 
典
 

実
 

 
 

績
（
下

段
）
 

2
0
18

年
度
 

（
H
30
）
 

2
0
19

年
度
 

（
R
01
）
 

2
0
20

年
度
 

（
R
02
）
 

2
0
21

年
度
 

（
R
03
）
 

2
0
22

年
度
 

（
R
04
）
 

2
0
23

年
度
 

（
R
05
）
 

医
師
数

(人
口

10
万
対

) 
1
3
7.
5
人
 

(
H
28
) 

実
数
：

1
05

人
 

1
4
1.
4
人
 

(
H
30
) 

実
数
：

1
04

人
 

1
3
9.
8
人
 

－
 

1
4
3.
9
人
 

－
 

1
4
8.
3
人
 

－
 

厚
生

労
働

省
｢
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬

剤

師
調
査

｣(
調

査
周

期
：

2
年

) 
1
4
1.
4
人
 

-
 

 
 

 
 

看
護

師
数

(人
口

1
0
万
対

)
 

7
7
3.
9
人
 

(
H
28
) 

実
数
：

5
91

人
 

8
1
1.
6
人
 

(
H
30
) 

実
数
：

5
97

人
 

7
8
6.
7
人
 

－
 

8
1
0.
0
人
 

－
 

8
3
4.
9
人
 

－
 

厚
生

労
働

省
｢
業

務
従

事
者

届
｣
(
調

査

周
期
：

2
年

) 
8
1
1.
6
人
 

-
 

 
 

 
 

小
児

科
医

数
 

(
1
5
歳

未
満

人
口

1
0
万
対

)
 

6
8
.3

人
 

(
H
28
) 

実
数

：
6
人

 

7
3
.9

人
 

(
H
30
) 

実
数

：
6
人

 

7
2
.2

人
 

－
 

7
6
.6

人
 

－
 

8
1
.5

人
 

－
 

厚
生

労
働

省
｢
医
師
・
歯

科
医
師
・
薬

剤

師
調
査

｣(
調

査
周

期
：

2
年

) 
7
3
.9

人
 

-
 

 
 

 
 

初
期

救
急

医
療

施
設

の
受

入
れ

割
合
 

（
管

内
救

急
患

者
に

占
め

る
新

庄
市

夜
間

休
日

診
療

所
の

受
診

割
合

）
 

2
2
.9
％
 

(
H
28

年
度

) 

2
3
.4
％
 

(
H
30

年
度

) 

2
3
.5
％
 

2
3
.8
％
 

2
4
.1
％
 

2
4
.4
％
 

2
4
.8
％
 

2
5
.1
％
 

最
上

保
健

所
調

べ
 

2
3
.4
％
 

2
1
.1
% 

 
 

 
 

｢
も

が
み

ネ
ッ

ト
｣
登

録
患

者
割

合
 

（
最

上
管

内
人

口
に

占
め

る
登

録
患

者
の
割

合
）
 

1
.
6％

 

(
H
28

年
度

) 

5
.
4％

 

(
R
1
年

度
) 

3
.
0％

 
3
.
7％

 
4
.
4％

 
5
.
1％

 
5
.
8％

 
6
.
5％

 

3
.
9％

 
5
.
4%
 

6
.
1％

 

(
R
3.
1
末
) 

 
 

 

 【
目
指
す
べ
き
方
向
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

】
 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

(
1
)
 
医
療

従
事

者
 

 
○

 
県

は
、
小
中

高
生

を
対

象
に
、
地
域

の
医

療
従

事
者

か
ら

仕
事

の
や

り
が

い
等

に
つ

い
て

伝
え

て
も

ら
う

動
機

付
け

学
習

会
や

医
療

現
場

見
学

会
を

継
続

し
て

開
催

し
ま

す
。
 

   

 ○
 

小
中

学
生

を
対
象

に
、
地

域
の
医

療
・

介
護
従

事
者
か

ら
仕

事
の

魅
力
等

を
紹

介
す
る

学
習
会

を
開
催

。
ま

た
、

各
学

校
へ

働
き

か
け

を
行

い
、

学
習
会

の
活

用
を

促
進

。
 

 
・
小

学
校

５
回

17
2
名
（
真

室
川
小

、
舟
形

小
、
鮭

川
小

、

大
堀

小
、

沼
田

小
）
 

 
・
中

学
校

６
回

29
9
名
（
新

庄
中

、
真

室
川

中
、
八

向
中

、
戸

沢
中
、

萩
野

学
園

、
明

倫
中

）
 

 →
継

続
 

      

3



 

-
 
2
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

      
○

 
県
は

、
医

療
職

を
目

指
す

中
高
生

を
対

象
に

、
医

療
系

学
校

に
進

学
す

る
う

え
で

有
用

な
情

報
及

び
地

元

で
の

就
職

先
等

に
つ

い
て

、
継

続
的
な

情
報

提
供

を
実

施
し

ま
す

。
 

       

○
 

県
は

、
最

上
地

域
保

健
医

療
対

策
協

議
会

と
連

携
し

、
最

上
地

域
の

医
療

情
報

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
全
国

の
医

学
生

及
び

最
上

地
域
出

身
医

師
へ

の
情

報
発

信
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、
関

係
機

関
へ

の
医

師
派

遣
の

働
き

か
け

を
継

続
し

て
実

施
し
ま

す
。
 

         
     ○

 
県
は

、
も

が
み

看
護

師
確

保
推
進

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
議

会
の
参

画
機

関
と

連
携

し
、
看

護
師

の
求

人
・
求
職

○
 

高
校

生
を

対
象
に

、
医
師

・
薬
剤

師
・

看
護
師

・
理
学

療
法

士
・

診
療
放

射
線

技
師
・

介
護
福

祉
士
に

よ
る

医
療

福
祉

座
談

会
（
R
2
.
10

月
）
及
び

医
療
現

場
見

学
会
（

R
2
.8

月
、

10
月
）

を
開

催
 

 
・

参
加

者
延
べ

1
5
1
名
 

 ○
 

上
記

学
習

会
等
参

加
者
の

う
ち
希

望
者

を
対
象

に
、
継

続
的

に
情

報
提

供
す

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

事
業

を
実

施

（
R
2
.8

月
、
R
3
.3

月
「

め
ざ
せ

医
療
の

し
ご

と
通

信
」
の

発
行

、
R
2
.
11

月
よ

り
希

望
者

へ
月

1
回

メ
ー

ル
情

報
提

供
を

開
始

）
 

○
 

医
療

・
介

護
職
を

目
指
す

に
あ
た

っ
て

必
要
な

進
学
先

や
支

援
措

置
、
就

業
先

、
相
談

窓
口
な

ど
を
一

冊
に

網
羅

し
た

「
め

ざ
せ
医

療
・

介
護
の

し
ご
と

ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
」

を
R
2
よ

り
作

成
し

、
中

高
生
や

保
護
者
、
進

路
指

導
担

当
教

諭
等
へ

進
学

先
や

支
援

制
度

等
必
要

な
情

報
を

提
供
 

 ○
 

最
上

地
域

の
新
任

看
護
師

と
看
護

師
を

志
望
す

る
高
校

生
の

交
流

会
を

開
催

（
R
2
.
12

月
）
 

 
・

参
加

者
：

高
校

生
５

名
（

新
任
看

護
師

３
名

）
 

○
 

最
上

地
域

の
病
院

及
び
公

立
診
療

所
を

紹
介
す

る
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
「

も
が
み

の
医

療
」
を

全
国
の

医
科

系
大

学
等

、
各

大
学
医

学
部

の
県

人
会

組
織

に
送
付

（
R
3
.3

月
予
定
）
 

○
 

最
上

地
域

出
身

の
勤

務
医

向
け
に

、「
も
が

み
の

医
療
」

と
と

も
に

、
市
町

村
長

、
病
院

長
等
の

メ
ッ
セ

ー
ジ

を
送

付
（

R
2.
1
0
月

）
 

  ○
 

医
学

生
対

象
の
地

域
医
療

実
習
を

予
定

し
て
い

た
が
、

県
事

業
、

最
上
地

域
保

健
医
療

対
策
協

議
会
事

業
と

も
に

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防
止

の
た

め
開

催
中

止
 

○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
山
形

県
地

域
医
療

対
策
協

議
会

に
お

け
る
議

論
及

び
県

H
P

で
の

パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト
（

R2
.
6
月

）
を

経
て

、
山

形
県
医

師
確

保
計

画
を

策
定

（
R
2.
7
月

）
 

 ○
 

も
が

み
看

護
師
確

保
推
進

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
協
議

会
の
各

専
門

部
会

に
お
い

て
、

看
護
職

就
職
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク

の
ハ

→
継

続
 

     →
継

続
 

    →
継

続
 

     →
継

続
 

  →
継

続
 

  →
事

業
の

継
続

に
つ

い
て

検
討

中
。
 

・
県

外
で

勤
務
す

る
最
上

地
域

出
身

医
師

へ
、
関

係
機
関

と
連

携
し
て

直
接
訪

問
し
、
最

上
管

内
で

の
勤
務

の
働

き
か

け
を
行

う
（
R
3
新
規

、
も

が
み

カ
ム

バ
ッ
ク

ド
ク

タ
ー

事
業

）。
 

→
継

続
 

  →
計

画
を

推
進

し
て

い
く

。
 

    →
継

続
 

 

4



 

-
 
3
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

情
報

の
一

元
的

集
約

と
効

果
的

な
情
報

提
供

、
教

育
研

修
体

制
の

構
築

、
介

護
福

祉
施

設
等
に

お
け

る
看

護
師

確
保

対
策

を
推

進
し

ま
す

。
 

        

○
 

県
は

、
地

域
で

検
討

が
行

わ
れ
て

い
る

看
護

師
養

成
機

関
の
設

置
に

向
け

、
看

護
職

員
の
確

保
等

に
つ

い
て

協
力

・
支

援
し

ま
す

。
 

 
※

R
1.
1
0
.7
 
新
庄

市
が

計
画

断
念
を

表
明
 

  

○
 

県
は

、
市

町
村

で
実

施
し

て
い
る

看
護

師
育

成
最

上
地

域
修
学

資
金

制
度

に
つ

い
て

、
制
度

の
持

続
的

な
運

用
に

向
け

た
協

力
を

行
い

ま
す

。
 

 

ロ
ー

ワ
ー

ク
等
へ

の
送

付
（
R3
.
3

月
予

定
）、

県
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

へ
の

求
人

登
録

呼
び

か
け
等

を
実

施
 

○
 

看
護

師
等

生
涯

サ
ポ

ー
ト

プ
ロ
グ

ラ
ム
「

最
上

プ
ラ

ス
」

と
し

て
、

R2
年
度

よ
り

、
 

・
最

上
地

域
で

U
IJ

タ
ー

ン
希

望
者
が

看
護

体
験

す
る

際

の
交

通
費
・
宿
泊

費
の

支
援
（

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症
の

影
響

に
よ

り
実

績
な

し
）
 

・
新

任
期

の
同

期
交

流
会
（
ナ

ス
カ
フ

ェ
）
開
催
（

R
2
.1
2

月
(
６
名

参
加

)
、
R
3
.3

月
（
予

定
））

 
を

実
施
 

 

○
 

看
護

師
養

成
機
関

の
設
置

に
代
わ

り
、

地
域
で

の
看
護

職
員

確
保

等
へ

の
取

組
み

に
協

力
・
支

援
を

実
施

。
 

・
上

記
「

最
上

プ
ラ

ス
」

に
て

看
護
師

確
保

を
推

進
 

・
最

上
地

域
の

新
任
看

護
師
と

看
護
師

を
志

望
す
る

高
校
生

の
交

流
会

を
開

催
（

R
2.
1
2
月

）
(再

掲
) 

 ○
 

令
和

２
年

度
を
も

っ
て
看

護
師
育

成
最

上
地
域

修
学
資

金
制

度
の

終
了
が

決
定

さ
れ
た

（
R
2.
1

月
）
。

今
後

は
市

町
村

ご
と

の
修

学
資

金
制

度
に

よ
り
支

援
を

行
う

。
 

 

  

→
継

続
 

交
通

費
・
宿
泊

費
の

支
援

に
つ

い
て
は

関
係

機
関

と
連

携
し

周
知
の

強
化

を
図

る
。
 

      →
継

続
 

     →
市

町
村

ご
と

の
修

学
資

金
制

度
に
つ

い
て
、
引
き

続
き
持

続
的

な
運

用
に

向
け

た
協

力
を

行
う
。
 

(
2
)
 
医
療

施
設
 

（
基

幹
病

院
の

機
能

強
化

）
 

○
 

県
は

、
最

上
地

域
保

健
医

療
対
策

協
議

会
や

最
上

地
域

医
療

連
携

推
進

協
議

会
な

ど
関

係
団

体
か

ら
意

見
を

聴
取
し

な
が

ら
、
救
急

医
療

や
災
害

医
療

、
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

等
、
基
幹

病
院
で

あ
る

県
立

新
庄

病
院

の
機

能
強

化
に

つ
い

て
、
改

築
に

向
け

た
各

種
会

議
等

の
中

で
検

討
を

進
め

ま
す

。
 

         

  ○
 

県
病

院
事

業
局
に

よ
る
、

ド
ク
タ

ー
ヘ

リ
症
例

検
討
会

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
の

た
め

中
止

。
県
病

院
事
業

局
と

最
上
地

域
保
健

医
療
対

策
協

議
会

に
お

け
る

メ
デ
ィ

カ
ル

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

専
門
部

会
と

の
連

携
に

よ
り

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
症

例
検

討
会

（
R
3
.3

月
）
を
実

施
し

、
ス
ム

ー
ズ
な

搬
送

体
制

に
つ

い

て
検

討
 

○
 

最
上

地
域

保
健
医

療
対
策

協
議
会

に
お

け
る
、

災
害
医

療
対

策
専

門
部
会

、
災

害
医
療

対
策
ワ

ー
キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症
対

応
の
た

め
実

施
せ

ず
 

    

  →
県

病
院

事
業

局
に

お
い

て
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
症

例
検

討
会

を
実

施
。
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

症
例

検
討

会
は

継
続

。
 

    →
最

上
地

域
保

健
医

療
対

策
協

議
会
に

お
い

て
、
災

害
医
療

対
策

専
門

部
会
、
災
害

医
療
対

策
ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

を
開

催
し
、
災
害

医
療

に
係
る

関
係
機

関
に

よ
る

情
報

共
有

及
び
情

報
交

換
を

実
施
 

・
保
健

、
福

祉
、
防

災
業

務
を

担
当
す

る
職

員
の

外
部

研

修
の

検
討
 

・
避

難
所

で
の

避
難

者
の

健
康

状
況
デ

ー
タ

の
管

理
手

法
の

検
討
 

5



 

-
 
4
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

       
○

 
県
は

、
地

域
内

の
病

院
及

び
診
療

所
へ

の
医

師
の

診

療
応

援
体

制
を

維
持

す
る

た
め

、
関
係

機
関

へ
の

医
師

派
遣

の
働

き
か

け
を

継
続

し
て

実
施
し

ま
す

。
 

 

○
 

最
上

地
域

医
療
情

報
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
専

門
部
会

、
最
上

地
域

医
療

連
携
推

進
協

議
会
（

い
ず
れ

も
R
3
.3

月
、
書

面
）

に
お

い
て
、

患
者

情
報
を

共
有
す

る
た
め

の
地

域
医

療
情

報
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

「
も
が

み
ネ
ッ

ト
」
の

開
示

情
報

拡
大

、
双

方
向
化

に
よ

る
救
急

医
療
機

能
の
強

化
等

に
つ

い
て

検
討
 

 ○
 

県
医

療
政

策
課

に
お

い
て

、
派
遣

医
師

の
調

整
を

実
施

 

○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
山
形

県
地

域
医
療

対
策
協

議
会

に
お

け
る
議

論
及

び
県

H
P

で
の

パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト
（

R2
.
6
月

）
を

経
て

、
山

形
県
医

師
確

保
計

画
を

策

定
（

R
2.
7
月

）
（
再

掲
）
 

 

→
継

続
 

      →
継

続
 

→
計

画
を

推
進

し
て

い
く

（
再

掲
）。

 
 

(
3
)
 
小
児

救
急

を
含

む
小

児
医

療
 

○
 

県
は

、
小

児
科

医
確

保
に

向
け
て

、
医

師
派

遣
の

働
き

か
け
を

継
続

し
て

実
施

す
る

ほ
か
、
小
中

高
生

を
対

象
と

し
た

動
機

付
け

学
習

会
等

を
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。
 

    
○

 
県
は

、「
私
た

ち
と

お
医
者

さ
ん
を

守
る

最
上

の
会

」

等
と

連
携

し
、
小
児

電
話

相
談

事
業
の

Ｐ
Ｒ

を
進

め
ま

す
。
 

 

○
 

県
は

、
医

療
機

関
等

と
連

携
し
、
小
児

の
急

病
時

の
対

応
方
法

な
ど

、
知

識
の

普
及

啓
発
の

た
め

、
小

児
救

急
講

習
会

を
継

続
的

に
実

施
し

ま
す
。
 

 

 ○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
派
遣

医
師

の
調
整

を
実
施

（
再

掲
）
 

○
 

小
中

学
生

を
対
象

に
、
地

域
の
医

療
・

介
護
従

事
者
か

ら
仕

事
の

魅
力
等

を
紹

介
す
る

学
習
会

を
開
催

。
ま

た
、

各
学

校
へ

働
き
か

け
を

行
い
、

学
習
会

の
活
用

を
促

進
。

（
再

掲
）
 

 
小

学
校

５
回

17
2
名
、

中
学

校
６
回

29
9
名
 

 ○
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
の

感
染
状

況
を

踏
ま
え

小
児
救

急
講

習
会

を
実
施

せ
ず

。
こ
れ

に
伴
い

啓
発
活

動
を

実
施

せ
ず

。
 

 ○
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
の

感
染
状

況
を

踏
ま
え

実
施
し

な
か

っ
た

。
 

 

 →
継

続
（

再
掲

）
 

 →
継

続
（

再
掲

）
 

     →
小

児
救

急
講

習
会

に
お

い
て

、
「

私
た

ち
と

お
医

者
さ

ん

を
守

る
最

上
の

会
」

と
連

携
し

た
啓
発

活
動

を
実

施
 

  →
全

８
市

町
村

と
連

携
し
、
管

内
小
児

科
医

を
講

師
と

し
た

小
児

救
急

講
習

会
を

実
施
 

 

(
4
)
 
周
産

期
医

療
 

○
 

県
は

、
最

上
地

域
唯

一
の

分
娩
取

扱
い

医
療

機
関

で
あ

る
県
立

新
庄

病
院

の
分

娩
機

能
の
堅

持
に

向
け

て
、

人
員

確
保

等
、
関
係

機
関

へ
の

働
き
か

け
を

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。
 

   

 ○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
特
定

診
療

科
（
小

児
科
、

産
婦

人
科

、
麻
酔

科
、

放
射
線

科
、
救

急
科
）

医
師

確
保

修
学

資
金

の
貸

与
を

実
施
 

○
 

県
医

療
政

策
課
が

実
施
す

る
産
科

セ
ミ

オ
ー
プ

ン
シ
ス

テ
ム

導
入

モ
デ
ル

事
業

（
分
娩

施
設
（

県
立
新

庄
病

院
）

と
診

療
所

と
の
情

報
共

有
に
よ

る
出
産

環
境
の

整
備

）
を

最
上

地
域

に
て

運
用

中
（

R
2.
1
.
2
0
～
）
 

 →
継

続
 

  →
継

続
 

   

6



 

-
 
5
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

 
○

 
県
は

、
ハ

イ
リ

ス
ク

分
娩

に
係
る

搬
送

体
制

及
び

情

報
共

有
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
し
ま

す
。
 

 

 ○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
山
形

県
周

産
期
医

療
協
議

会
を

開
催

（
R2
.
6
月

）
、
県
災

害
時
小

児
周
産

期
リ

エ
ゾ

ン
運

営
要

綱
を

作
成

し
、
意
見
交

換
会
で

検
討
（
R
2
.8

月
、

1
2
月
）
 

 

 →
継

続
 

  

(
5
)
 
救
急

医
療
 

○
 

県
は

、
最

上
地

域
保

健
医

療
対
策

協
議

会
な

ど
関

係

団
体

か
ら

意
見

を
聴

取
し

な
が

ら
、
地

域
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
や

ヘ
リ

ポ
ー

ト
の

整
備

等
に

よ
る

県
立

新
庄

病
院

の
救

急
医

療
体

制
強

化
に

つ
い
て

、
改

築
に

向
け

た
各

種
会

議
等

の
中

で
検

討
を

進
め
ま

す
。
 

       
○

 
県
は

、
真

に
救

急
医

療
を

必
要
と

す
る

患
者

の
利

用

を
確

保
す

る
た

め
、
「

私
た

ち
と

お
医

者
さ

ん
を

守
る

最
上

の
会

」
等

と
連

携
し

、
医

療
機
関

の
適

正
受

診
及

び
救

急
電

話
相

談
の

Ｐ
Ｒ

を
進

め
ま
す

。
 

 

 ○
 

県
病

院
事

業
局
に

お
い
て

、
県
立

新
庄

病
院
改

築
整
備

実
施

設
計

に
、
地

域
救

命
救
急

セ
ン
タ

ー
や
ヘ

リ
ポ

ー
ト

の
整

備
等

を
反
映

（
R2
.
7
月
）
、

県
立
新

庄
病

院
の
開

設
許

可
（
R
2
.
12
.
2
3）
。
 

○
 

県
病

院
事

業
局
に

よ
る
、

ド
ク
タ

ー
ヘ

リ
症
例

検
討
会

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
の

た
め

中
止

。
県
病

院
事
業

局
と

最
上
地

域
保
健

医
療
対

策
協

議
会

に
お

け
る

メ
デ
ィ

カ
ル

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

専
門
部

会
と

の
連

携
に

よ
り

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
症

例
検

討
会

（
R
3
.3

月
）
を
実

施
し

、
ス
ム

ー
ズ
な

搬
送

体
制

に
つ

い

て
検

討
（

再
掲

）
 

 ○
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
の

感
染
状

況
を

踏
ま
え

小
児
救

急
講

習
会

を
実
施

せ
ず

。
こ
れ

に
伴
い

啓
発
活

動
を

実
施

せ
ず

。（
再
掲

）
 

 

 →
引

き
続

き
、
県
病

院
事

業
局

に
お
い

て
、
運
用

計
画

を
検

討
 

  →
県

病
院

事
業

局
に

お
い

て
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
症

例
検

討
会

を
実

施
。
メ

デ
ィ

カ
ル

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

症
例

検
討

会
は

継
続

。
（
再

掲
）
 

     →
小

児
救

急
講

習
会

に
お

い
て

、
「

私
た

ち
と

お
医

者
さ

ん

を
守

る
最

上
の

会
」
と
連

携
し

た
啓
発

活
動

を
実

施
（

再
掲

）
 

 

(
6
)
 
災
害

時
に

お
け

る
医

療
 

○
 

県
は

、
災

害
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト
機

能
の

充
実

を
図

る
た

め
、
関

係
機

関
と

連
携

し
た

災
害
対

策
総

合
訓

練
を

継
続

的
に

実
施

し
ま

す
。
 

 
○

 
県
は

、
最

上
地

域
保

健
医

療
対
策

協
議

会
な

ど
関

係
団

体
か
ら

意
見

を
聴

取
し

な
が

ら
、
県

立
新

庄
病

院
の

災
害

拠
点

病
院

と
し

て
の

強
化

に
つ
い

て
、
改
築

に
向

け
た

各
種

会
議

等
の

中
で

検
討

を
進
め

ま
す

。
 

 

 ○
 

県
立

新
庄

病
院

に
お

い
て

災
害

対
策

総
合

訓
練

実
施

（
R
2
.
10

月
、
11

月
 部

署
ご
と

に
ア
ク

シ
ョ

ン
カ

ー
ド

の
見

直
し
）
 

 ○
 

最
上

地
域

保
健
医

療
対
策

協
議
会

に
お

け
る
、

災
害
医

療
対

策
専

門
部
会

、
災

害
医
療

対
策
ワ

ー
キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
は

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス
感

染
症
対

応
の
た

め
実

施
せ

ず
 

 →
継

続
 

   →
最

上
地

域
保

健
医

療
対

策
協

議
会
に

お
い

て
、
災

害
医
療

対
策

専
門

部
会
、
災
害

医
療
対

策
ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ

を
開

催
し
、
災
害

医
療

に
係
る

関
係
機

関
に

よ
る

情
報

共
有

及
び
情

報
交

換
を

実
施
 

・
保
健

、
福

祉
、
防

災
業

務
を

担
当
す

る
職

員
の

外
部

研

修
の

検
討

（
再

掲
）
 

・
避

難
所

で
の

避
難

者
の

健
康

状
況
デ

ー
タ

の
管

理
手

法
の

検
討
（

再
掲

）
 

 

7



 

-
 
6
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

(
7
)
 
へ
き

地
の

医
療
 

○
 

県
は

、
へ

き
地

医
療

拠
点

病
院
と

し
て

最
上

地
域

の

公
的

医
療

機
関

を
持

続
的

に
支

え
る

県
立

新
庄

病
院

の
医

師
派

遣
機

能
等

に
係

る
拠

点
機

能
の

強
化

を
図

り
ま

す
。
 

 
○

 
県
は

、
地

域
で

必
要

と
さ

れ
て
い

る
医

療
機

能
の

把
握

の
た
め

、
医

療
機

関
等

と
意

見
交
換

で
き

る
機

会
を

確
保

し
て

い
き

ま
す

。
 

 
○

 
県
は

、
へ

き
地

の
医

療
機

関
へ
の

自
治

医
科

大
卒

医

師
等

の
派

遣
を

継
続

し
て

実
施

し
ま
す

。
 

 
○

 
県
は

、
市

町
村

と
連

携
し

、
公
的

医
療

機
関

へ
の

交

通
手

段
確

保
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す
。
 

 

 ○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
山
形

県
地

域
医
療

対
策
協

議
会

に
お

け
る
議

論
及

び
県

H
P

で
の

パ
ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト
（

R2
.
6
月

）
を

経
て

、
山

形
県
医

師
確

保
計

画
を

策
定

（
R
2.
7
月

）
（
再

掲
）
 

 ○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
派
遣

医
師

の
調
整

を
実
施

（
再

掲
）
 

  ○
 

県
医

療
政

策
課
に

お
い
て

、
派
遣

医
師

の
調
整

を
実
施

（
再

掲
）
 

 ○
 

最
上

総
合

支
庁
（

総
務
課

連
携
支

援
室

）
に
お

い
て
、

山
形

県
地

域
公
共

交
通

活
性
化

協
議
会

最
上
地

域
別

部
会

を
２

回
開

催
し
、

新
庄

病
院
の

移
転
等

の
地
域

公
共

交
通

に
関

す
る

課
題

に
つ

い
て

議
論

さ
れ
た
（
R
2
.
10

月
・
R
3.
1

月
）

ほ
か

、
地
域

公
共

交
通
担

当
者
会

議
を
開

催
し

、
新

県
立

新
庄

病
院
へ

の
交

通
手
段

確
保
に

つ
い
て

検
討

す
る

予
定

（
R
3
.3

月
頃

）
 

○
 

最
上

総
合

支
庁
（

道
路
計

画
課
）

に
お

い
て
、

県
立
新

庄
病

院
の

建
設

予
定

地
周

辺
に

お
け
る

道
路

整
備

を
実

施
 

 
・

県
道

30
8
号
曲

川
新

庄
線

 

 
 

用
地

買
収

、
物

件
補

償
、

道
路
改

良
工

事
 

 
・

一
般

国
道

13
号
 

 
 

道
路

改
良

工
事

（
東

側
拡

幅
）
 

 

 →
計

画
を

推
進

し
て

い
く

（
再

掲
）。

 

    →
継

続
（

再
掲

）
 

   →
継

続
（

再
掲

）
 

  →
継

続
 

      →
継

続
 

(
8
)
 
医
療

連
携
 

○
 

県
は
、
切
れ

目
の

な
い
保

健
・
医
療
・
福
祉

サ
ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

、
病

院
・
診

療
所
・
薬

局
・
介
護

福
祉

施
設

等
の

連
携

強
化

に
向

け
た
、
関
係

者
同

士
が

意
見

交
換

で
き

る
機

会
を

確
保

し
て
い

き
ま

す
。
 

   

○
 

県
は

、
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
に

よ
る
患

者
情

報
の

共
有

化
を

図
る
た

め
、
も
が

み
ネ

ッ
ト

の
利
用

職
種

拡
大

及
び

 ○
 

要
介

護
・

要
支
援

状
態
に

あ
る
高

齢
者

等
の
入

退
院
時

に
適

切
な

支
援
が

行
わ

れ
る
よ

う
、
最

上
地
域

保
健

医
療

協
議

会
 

在
宅
医

療
専

門
部
会

や
最
上

地
域
医

療
連

携
推

進
協

議
会

 
医
療

・
介

護
多
職

種
連
携

専
門
部

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の
現

状
や

課
題
の

把
握
・

情
報
共

有
を

実
施

（
R
3
.3

月
書

面
開

催
）
 

 ○
 

最
上

地
域

医
療
情

報
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
専

門
部
会

に
お
い

て
、
利

用
促

進
方

策
等

に
つ
い

て
検
討
（

R
3
.3

月
書

面
開

催
）
 

 →
継

続
 

      →
継

続
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項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

医
療

機
関

に
お

け
る

双
方

向
情

報
共

有
に

向
け

た
検

討
を

進
め

ま
す

。
 

 ○
 

県
は

、
よ

り
多

く
の

患
者

情
報
の

共
有

化
を

進
め
る
 

た
め
、
も
が

み
ネ

ッ
ト

の
登

録
患

者
拡
大

の
た

め
の

Ｐ

Ｒ
に

努
め

ま
す

。
 

  ○
 

県
は

、
地

域
連

携
パ

ス
の

利
用
拡

大
も

含
め

た
多

職
種

に
よ
る

連
携

強
化

に
向

け
て

、
関
係

者
同

士
が
意
見
 

交
換

で
き

る
機

会
を

確
保

し
て

い
き
ま

す
。
 

  
  

 
   ○

 
県
は

、「
私
た

ち
と

お
医
者

さ
ん
を

守
る

最
上

の
会

」

等
と

連
携

し
、
医
療

機
関

の
適

正
受
診

に
つ

い
て

の
Ｐ

Ｒ
に

努
め

、
か

か
り

つ
け

医
の

普
及
に

つ
な

げ
て

い
き

ま
す

。
 

 

・
同

意
取

得
方

法
の

簡
略

化
に

向
け
た

検
討
 

・
双

方
向

情
報

共
有

の
具

体
的

手
法
を

検
討
 

 ○
 

患
者

向
け

Ｐ
Ｒ
の

た
め
の

ポ
ス
タ

ー
、

リ
ー
フ

レ
ッ
ト

（
兼

同
意

書
）
を

、
も

が
み
ネ

ッ
ト
加

入
医
療

機
関

及
び

施
設

に
配

布
 

○
 

総
合

支
庁

広
報

誌
、

S
NS

に
よ
る

P
R 

 

○
 

要
介

護
・

要
支
援

状
態
に

あ
る
高

齢
者

等
の
入

退
院
時

に
適

切
な

支
援
が

行
わ

れ
る
よ

う
、
最

上
地
域

保
健

医
療

協
議

会
 

在
宅
医

療
専

門
部
会

や
最
上

地
域
医

療
連

携
推

進
協

議
会

 
医
療

・
介

護
多
職

種
連
携

専
門
部

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の
現

状
や

課
題
の

把
握
・

情
報
共

有
を

実
施

（
R
3
.3

月
書

面
開

催
）（

再
掲

）
 

・
が

ん
地

域
連

携
パ
ス

に
つ
い

て
は
、

高
齢

化
に
よ

り
が
ん

以
外

の
治

療
を
受

け
て

い
て
、

パ
ス
の

対
象
と

な
ら

な
い

ケ
ー

ス
が

多
い
が

、
医

療
機
関

の
連
携

に
つ
い

て
引

き
続

き
推

進
 

 ○
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
の

感
染
状

況
を

踏
ま
え

小
児
救

急
講

習
会

を
実

施
せ
ず

。
こ
れ

に
伴
い

啓
発

活
動
を

実
施
せ

ず
。
（
再

掲
）
 

   →
継

続
 

  →
継

続
 

 →
継

続
（

再
掲

）
 

          →
小

児
救

急
講

習
会

に
お

い
て

、
「

私
た

ち
と

お
医

者
さ

ん

を
守

る
最

上
の

会
」
と
連

携
し

た
啓
発

活
動

を
実

施
（

再
掲

）
 

 

  
 

9



 

-
 
8
 
- 

 ２
 
地
域
の
特
徴
的
な
疾
病
対
策
等
 

項
 

 
目
 

現
状
 

(計
画

策
定

時
) 

直
近

値
 

目
 

 
 

標
（
上

段
）
 

出
 

 
典
 

実
 

 
 

績
（
下

段
）
 

2
0
18

年
度
 

（
H
30
）
 

2
0
19

年
度
 

（
R
01
）
 

2
0
20

年
度
 

（
R
02
）
 

2
0
21

年
度
 

（
R
03
）
 

2
0
22

年
度
 

（
R
04
）
 

2
0
23

年
度
 

（
R
05
）
 

が
ん

(
胃

･
肺

･
大

腸
)
検

診

受
診

率
 

2
9
.5
％
 

(
H
27
) 

2
1
.9
％
 

(
H
28
) 

3
4
.6
％
 

3
6
.3
％
 

3
8
.0
％
 

3
9
.7
％
 

4
1
.4
％
 

4
3
.1
％
 

厚
生

労
働

省
｢
地

域
保

健
･
健

康
増

進

事
業

報
告

｣ 

 ※
目

標
設

定
時
に

は
胃
・
大
腸
・
肺
の

い
ず

れ
も

毎
年

受
診

と
な

っ
て

い
た

が
、
胃
が

ん
検
診

が
２
年

に
１
回

の
受

診
間

隔
に

変
更
さ

れ
た
。

㊟
1 

 
そ

の
影

響
で
、
元

々
健

診
受
診

率
の

目
標

値
を

毎
年

受
診

の
想

定
の

も
と

に
設

定
し

て
い
た

た
め
、
検

診
受

診
者

数
の

大
幅

な
違

い
が

生
じ

る
こ

と
に

よ
り
、
受

診
率
の

比
較
・
評

価
が

困
難

と
な

っ
た

。
 

㊟
1
厚

生
労
働
省
「
が

ん
予
防

重
点
健
康

教
育
及

び
が

ん
検
診

実
施
の

た
め
の

指
針
」（

平
成

２
０

年
３

月
３
１

日
付
け

健
発
第

0
3
31
0
58

号
厚
生

労
働

省
健

康
局

長
通

知
 

平
成

２
８

年
２

月
４

日
付

け
で
一

部
改
正
）
 

－
 

－
 

 
 

 
 

が
ん

(
胃

･
肺

･
大

腸
)
検

診

精
密

検
査

受
診

率
 

7
9
.7
％
 

(
H
26
) 

8
2
.2
％
 

(
H
27
) 

8
7
.5
％
 

9
0
.0
％
 

9
2
.5
％
 

9
5
.0
％
 

9
7
.5
％
 

1
0
0％

 

－
 

－
 

 
 

 
 

特
定

健
診

の
受
診

率
 

4
3
.9
％
 

(
H
27
) 

5
0
.7
％
 

(
R
1)
 

5
0
.0
％
 

5
2
.0
％
 

5
4
.0
％
 

5
6
.0
％
 

5
8
.0
％
 

6
0
.0
％
 

市
町

村
国

保
健
診

デ
ー

タ
 

5
0
.6
％
 

5
0
.7
％
 

 
 

 
 

特
定

保
健

指
導
の

終
了

率
 

（
4
7.
1％

）
 

(
H
27
) 

5
1
.7
％
 

(
R
1)
 

5
7
.5
％
 

5
8
.0
％
 

5
8
.5
％
 

5
9
.0
％
 

5
9
.5
％
 

6
0
.0
％
 

4
5
.2
％
 

5
1
.7
％
 

 
 

 
 

糖
尿

病
関

連
検

査
に

お
け

る
正

常
値

者
の
割

合
 

2
1
.0
％
 

(
H
27
) 

1
7
.2
％
 

(
R
1)
 

2
3
.5
％
 

2
6
.0
％
 

2
8
.5
％
 

3
1
.0
％
 

3
3
.5
％
 

3
5
.7
％
 

2
2
.7
％
 

1
7
.2
％
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 自
殺

に
よ

る
死
亡

率
 

(
人
口

10
万
対

) 

3
6
.0
 

(
H
23
～

27
の

実
人

数
の

平
均

か
ら
算

出
) 

2
7
.0
 

(
H
30
) 

3
4
.7
 

3
3
.3
 

3
2
.0
 

3
0
.7
 

2
9
.3
 

2
8
.0
 

厚
生

労
働

省
｢
人

口
動

態
統
計

｣ 
2
7
.0
 

2
5
.0
 

 
 

 
 

 【
目
指
す
べ
き
方
向
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

】
 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

(
1
)
 
が
ん

対
策
 

○
 

県
は

、
「

最
上

地
域

が
ん

予
防

推
進

会
議

」
に

お
い

て
、
効
果

的
な

が
ん

検
診

受
診

率
向
上

の
た

め
の

方
策

等
を

検
討

し
、
医

師
会

や
検
診

機
関
、
市

町
村

等
と

の

連
携
・
協

力
体

制
の

も
と

効
果

的
な
が

ん
予

防
対

策
の

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
 

 

○
 

県
は
、
が
ん

予
防

の
一
環

と
し
て
、
受
動

喫
煙

防
止

対
策

の
環

境
整

備
を

推
進

し
、
禁

煙
支

援
の

取
組

を
推

進
し

ま
す

。
 

 
○

 
県
は

、
最

上
地

域
の

が
ん

予
防
を

推
進

し
て

い
く

た
め

、
医
師

会
や

医
療

機
関

、
市

町
村
等

に
よ

る
「

す
こ

や
か

も
が

み
健

康
づ

く
り

」
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、
が

ん
予

防
の

正
し

い
知
識

の
啓
発

を
図

り
、
食

生
活

や
運
動

な
ど

生
活

習
慣

の
改

善
を
推

進
し

ま
す

。
 

  
○

 
県
は
、
県
立

新
庄

病
院
の

改
築
整

備
に

合
わ

せ
、
化

学
療

法
や

放
射

線
治

療
機

能
、

緩
和

ケ
ア

病
床

機
能

等
、
地
域

が
ん

診
療

連
携

拠
点

病
院
と

し
て

の
機

能
を

発
揮

で
き

る
施

設
整

備
を

実
施

し
ま
す

。
 

 

 ○
 

が
ん

等
予

防
推

進
会

議
（

年
１
回

）
及
び

生
活

習
慣
病

等
予

防
対

策
担

当
者

会
議
（
年

１
回
）
を

開
催

し
、
が

ん
検

診
受
診

の
向

上
や

胃
が

ん
リ

ス
ク
評

価
（
ピ

ロ
リ

菌
検

査
）

の
推

進
な

ど
の

取
組

み
方

策
を
協

議
 

  ○
 

受
動

喫
煙

防
止

対
策

と
し

て
、
飲
食

店
等

に
お

け
る
禁

煙
の

推
進

及
び

支
援

（
管
内

2
6
3
か
所

）
 

  ○
 

イ
ベ

ン
ト

等
を

利
用

し
た

住
民

に
対

す
る

生
活

習
慣

病
予

防
の

啓
発

（
年

１
回

）
 

○
 

事
業

所
の

休
憩

所
に

健
康

情
報
紙

を
提

供
し
、
健
康
づ

く
り

の
啓

発
を

実
施

（
2
3
0
事

業
所
：

年
３

回
）
 

○
 

管
内

飲
食

店
に

設
置

中
の

健
康

情
報

板
の

情
報

更
新

（
1
0
0
店

舗
：

年
３

回
）
 

 ○
 

県
病

院
事

業
局

に
お

い
て

、
県

立
新

庄
病

院
改

築
整
備

実
施

設
計

に
、
化
学

療
法

や
放

射
線
治

療
関

係
施

設
、
緩

和
ケ

ア
病

床
等

を
反

映
（

R
2.
7
月

）。
県
立

新
庄

病
院

の
開

設
許
可

（
R
2
.
12
.
2
3）
。
 

 

 →
継

続
 

     →
継

続
 

   →
継

続
 

 →
継

続
 

 →
継

続
 

  →
引

き
続

き
、
県
病

院
事

業
局

に
お
い

て
、
運
用

計
画

を
検

討
 

(
2
)
 
脳
卒

中
対

策
 

○
 

県
は

、
脳

卒
中

予
防

対
策

と
し
て

特
定

健
診

の
受

診

率
及

び
特

定
保

健
指

導
の

終
了

率
向
上

を
図

る
た

め
、

効
果

的
な

健
診

が
実

施
で

き
る

よ
う
、
市
町

村
と

健
康

保
険

組
合

等
を

会
議

や
研

修
会

等
開

催
に

よ
り

支
援

し
ま

す
。
 

   

 ○
 

市
町

村
担

当
者

を
対

象
と

し
た
特

定
健

診
・
特

定
保
健

指
導

、
が

ん
検

診
、

健
康

増
進

事
業
に

つ
い

て
の

評
価
・

検
討

会
を

開
催

（
年

２
回

）
 

○
 

最
上

地
区

健
康

づ
く

り
協

議
会

（
地

域
職

域
連

携
事

業
）

の
開

催
（

年
１

回
）
 

○
 

栄
養
・
食

生
活

に
関

わ
る

職
員
を

対
象

に
、
栄
養

施
策

担
当

者
会

議
（

年
２

回
）
及
び
研

修
会
を

開
催
（
年

１
回
） 

 

 →
継

続
 

  →
継

続
 

 →
継

続
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-
 
1
0
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

○
 

県
は

、
切

れ
目

の
な

い
保

健
・
医

療
・
福
祉

サ
ー

ビ
ス

を
提
供

す
る

た
め

、
地

域
連

携
パ
ス

の
利

用
拡

大
に

向
け

た
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
、
患

者
の

早
期

回
復

に
向

け
た

、
病

院
・
診
療

所
・
介

護
福

祉
施

設
等

の
連

携
強

化
を

進
め

ま
す

。
 

 

○
 

要
介

護
・
要

支
援

状
態
に

あ
る
高

齢
者

等
の

入
退

院
時

に
適

切
な

支
援

が
行

わ
れ

る
よ

う
、
最
上

地
域

保
健

医
療

協
議

会
 

在
宅

医
療

専
門

部
会

や
最

上
地

域
医

療
連

携
推

進
協
議

会
 

医
療
・
介
護
多

職
種
連

携
専

門
部

会
等

に
お

い
て
、
地
域

の
現

状
や

課
題

の
把
握
・
情

報
共

有
を

実

施
（

R
3.
3
月

書
面

開
催

）
（
再

掲
）
 

 

→
継

続
（

再
掲

）
 

  

(
3
)
 
急
性

心
筋

梗
塞

対
策
 

○
 

県
は

、
急

性
心

筋
梗

塞
予

防
対
策

と
し

て
特

定
健

診
の

受
診

率
及

び
特

定
保

健
指

導
の

終
了

率
向

上
を

図
る

た
め
、
効

果
的

な
健

診
が
実

施
で
き

る
よ

う
、
市

町

村
と

健
康

保
険

組
合

等
を

会
議

や
研

修
会

等
開

催
に

よ
り

支
援

し
ま

す
。
 

    

○
 

県
は

、
県

立
新

庄
病

院
の

改
築
整

備
に

合
わ

せ
た

、
急

性
心

筋
梗

塞
に

係
る

医
療

機
能

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に
、
搬

送
事

例
の

検
証
を

通
じ
、
引

き
続

き
県

立

中
央

病
院

、
山

形
大

学
附

属
病

院
及
び

日
本

海
総

合
病

院
と

の
広

域
連

携
に

よ
る

適
切

な
救

急
搬

送
体

制
の

確
保

を
進

め
ま

す
。
 

 

 ○
 

市
町

村
担

当
者

を
対

象
と

し
た
特

定
健

診
・
特

定
保
健

指
導

、
が

ん
検

診
、

健
康

増
進

事
業
に

つ
い

て
の

評
価
・

検
討

会
を

開
催

（
年

２
回

）（
再

掲
）
 

○
 

最
上

地
区

健
康

づ
く

り
協

議
会

（
地

域
職

域
連

携
事

業
）

の
開

催
（

年
１

回
）
（
再
掲

）
 

○
 

栄
養
・
食

生
活

に
関

わ
る

職
員
を

対
象

に
、
栄
養

施
策

担
当

者
会

議
（

年
２

回
）
及
び
研

修
会
を

開
催
（
年

１
回

）
（

再
掲
）
 

 ○
 

県
病

院
事

業
局

に
よ

る
、
ド
ク

タ
ー

ヘ
リ

症
例

検
討
会

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
防

止
対

策
の

た
め

中
止

。
県

病
院

事
業

局
と

最
上
地

域
保
健

医
療

対
策

協
議

会

に
お

け
る

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
専

門
部

会
と

の
連

携
に

よ
り

メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
症

例
検

討
会

（
R
3
.3

月
）
を

実
施

し
、
ス
ム

ー
ズ
な

搬
送

体
制

に
つ

い

て
検

討
（

再
掲

）
 

 

 →
継

続
（

再
掲

）
 

  →
継

続
（

再
掲

）
 

 →
継

続
（

再
掲

）
 

   →
県

病
院

事
業

局
に

お
い

て
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
症

例
検

討
会

を
実

施
。
メ
デ

ィ
カ

ル
コ

ン
ト

ロ
ー
ル

症
例

検
討

会
は

継
続

。
（
再

掲
）
 

(
4
)
 
糖
尿

病
対

策
 

○
 

県
は

、
糖

尿
病

予
防

対
策

と
し
て

特
定

健
診

の
受

診
率

及
び
特

定
保

健
指

導
の

終
了

率
向
上

を
図

る
た

め
、

効
果

的
な

健
診

が
実

施
で

き
る

よ
う
、
市
町

村
と

健
康

保
険

組
合

等
を

会
議

や
研

修
会

等
開

催
に

よ
り

支
援

し
ま

す
。
 

 
○

 
県
は
、
適
切

な
食

生
活
と

運
動
の

実
践

な
ど
、
生
活

習
慣

の
改

善
に

関
す

る
普

及
啓

発
や

糖
尿

病
重

症
化

予
防

を
推

進
す

る
た

め
、
医
師

会
、
医

療
機

関
、
市
町

村
等

に
よ

る
「
す

こ
や

か
も
が

み
健
康

づ
く

り
」
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を

活
用

し
、
糖
尿

病
予
防

対
策

を
実

施
し

ま
す

。
 

 ○
 

糖
尿

病
及

び
慢

性
腎

臓
病

重
症

化
予

防
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

る
糖

尿
病

対
策

の
推

進
と

、
地

域
や

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

る
た

め
、
健

康
増
進

事
業
評

価
検

討
会

を
開

催
（

年
２
回

）
 

  ○
 

最
上

地
区

健
康

づ
く

り
協

議
会

（
地

域
職

域
連

携
事

業
）

の
開

催
（

年
１

回
）
（
再
掲

）
 

○
 

市
町

村
等

に
お

け
る

特
定

保
健

指
導

等
の

充
実

を
図

る
た

め
、

糖
尿

病
症

例
検

討
会

を
開
催

（
年

１
回

）
 

  

 →
継

続
 

     →
継

続
（

再
掲

）
 

 →
継

続
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-
 
1
1
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

 (
5
)
 
精
神

疾
患

対
策
 

○
 

県
は

、
保

健
・
医
療
・
福

祉
・
就

労
等

、
関

係
機

関
の

会
議
及

び
ケ

ー
ス

検
討

会
を

開
催
し

、
連

携
を

推
進

し
ま

す
。
 

  
○

 
県
は

、
地

域
住

民
に

対
す

る
心
の

健
康

と
精

神
疾

患

の
正

し
い

知
識

の
普

及
、
相
談

窓
口
の

周
知

と
、
関

係
機

関
に

対
す

る
適

切
な

支
援

方
法

に
つ

い
て

の
研

修
を

実
施
し

ま
す

。
 

             
○

 
県
は

、
平

成
2
9
年

に
設

置
さ
れ

た
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー

と
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

と
の

連

携
を

図
り

、
認

知
症

患
者

等
へ

の
適
切

な
支

援
を

実
施

し
ま

す
。
 

 

 ○
 

最
上

地
域

自
殺

対
策

推
進

会
議
（
調

整
中

）
、
事

例
検
討

会
（

随
時

）
の

開
催
 

・
精

神
障

が
い

者
地

域
移

行
推

進
会
議

の
開

催
（
調

整

中
）
 

 
○

 
精
神

科
疾

患
に

関
す

る
住

民
・
関
係

機
関

向
け

の
研
修

会
の

開
催

（
１

回
予

定
）
 

・
依

存
症

に
関

す
る

研
修

会
の

開
催
 

○
 

心
の

健
康

に
関

す
る

住
民

向
け

の
出

前
講

座
（

R2
:
要

望
な

し
）
 

○
 

ひ
き

こ
も

り
相

談
支

援
関

係
者

を
対

象
と

し
た

研
修

会
の

開
催

（
9
月

3
0
日

開
催
）

 

○
 

心
の

健
康

相
談

の
実

施
（

精
神

科
医

師
：
月

２
回
、
臨

床
心

理
士

：
月

１
回

、
保

健
師

：
随
時

）
 

○
 

自
死

遺
族

相
談

・
集

い
（

年
４
回

：
R
2
希

望
者

な
し
）
 

 
 
 

○
 
「
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

」
の

役
割
を

担
う

人
材

の
支

援
技

術
の

向
上

の
た

め
、
心

の
サ
ポ

ー
タ
ー

等
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ

プ
研

修
会

を
開

催
（
新

型
コ
ロ

ナ
対
策

に
よ

り
民

生
委

員
研

修
会
に

て
情

報
提

供
）
 

○
 

自
殺

予
防

啓
発

活
動

の
強

化
（
R
2
.9

月
、

R
3
.3

月
）
 

 ○
 

認
知

症
患

者
等

へ
の

適
切

な
支
援

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

認
知

症
疾

患
医

療
連

携
協

議
会

等
で
、
地

域
の

現
状

や
課

題
を

把
握
・
共

有
し

、
地
域
包

括
支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

等
と

情
報
交

換
を

実
施

（
書

面
開

催
予
定

）
 

 

 →
継

続
 

 
 

   →
継

続
 

  →
継

続
 

 →
継

続
 

 →
継

続
 

 →
集

い
は

休
止

（
県

精
神

保
健

福
祉
セ

ン
タ

ー
の

集
い

を
 

紹
介

）
 

→
継

続
 

   →
継

続
 

 →
継

続
 

    

(
6
)
 
そ
の

他
 

（
発

達
障

が
い

児
の

早
期

発
見

、
早
期

療
育

）
 

○
 

県
は
、
県
立

新
庄

病
院
の

改
築
整

備
に

合
わ

せ
、
県

立
こ

ど
も

医
療

療
育

セ
ン

タ
ー

等
と
連

携
し

な
が

ら
、

発
達

障
が

い
児

の
医

療
・
療
育

体
制
の

整
備

を
図

り
ま

す
。
 

 
○

 
県
は

、
発

達
障

が
い

児
の

ラ
イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
合

わ

せ
た

切
れ

目
の

な
い

支
援

の
た

め
、
保

健
・
福
祉
・
教

  ○
 

県
病

院
事

業
局

に
お

い
て

、
県

立
新

庄
病

院
改

築
整
備

実
施

設
計

に
、

障
が

い
児

リ
ハ

ビ
リ

関
係

施
設

を
反

映
（

R
2
.7

月
）
県

立
新

庄
病

院
の

開
設
許

可
（

R
2
.1
2
.
2
3）
。 

  ○
 

発
達

障
が

い
者

支
援

体
制

推
進

会
議

の
開

催
（

R
3
.2

月
、
最

上
教

育
事

務
所
「

切
れ
目

な
い
支

援
連

携
協

議
会

」

  →
引

き
続

き
、
県
病

院
事

業
局

に
お
い

て
、
運
用

計
画

を
検

討
 

   →
継

続
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-
 
1
2
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

育
・
就

労
等

の
関

係
機

関
と
連

携
し
、
地

域
に

お
け

る
相

談
支
援

体
制

を
強

化
し

ま
す

。
 

 
○

 
県
は

、
現

場
の

保
育

士
等

の
発
達

障
が

い
児

へ
の

対
応

能
力
の

向
上

を
図

る
た

め
、
引
き

続
き
、
発
達

障
が

い
の

知
識

や
対

応
方

法
等

を
習

得
す

る
研

修
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、
地
域

の
医

師
等
と

連
携

し
な

が
ら

技
術

的
・

精
神

的
な

相
談

支
援

を
行
い

ま
す

。
 

 

と
共

催
）
 

  ○
 

発
達

障
が

い
支

援
シ

リ
ー

ズ
基
礎

講
座

の
開

催
（

R2
.9

～
1
0
月

、
2
回

）
 

○
 

小
児

科
医

師
、
臨

床
心
理

士
等
に

よ
る

最
上

地
域

発
達

障
が

い
児

等
相

談
支

援
事

業
の

実
施
（

巡
回

相
談

、
3
保

育
所

等
×

3
回

）
 

○
 
「
個

別
支

援
計

画
策
定
の

た
め
の

研
修

会
」（

R
2
.6

月
）

及
び
「
保

育
所
・
幼

稚
園

の
た
め

の
事
例

検
討

会
」（

R3
.
2

月
）

を
開

催
 

○
 

支
援

内
容

の
共

有
と

日
々

の
保

育
で

の
活

用
の

た
め

の
検

討
事

例
シ

ー
ト

の
集

約
 

○
 

親
支

援
の

た
め

の
講

座
の

開
催
（

R
2
.9

月
～

1
0
月

、
1

ク
ー
ル

4
回
）
 

   →
継

続
 

 →
継

続
（

巡
回

相
談

、
4
保
育

所
等
×

3
回

）
 

  →
継

続
 

  →
継

続
 

 →
継

続
 

 
 

町
村

主
催

の
親

支
援

の
た

め
の
講

座
へ

の
協

力
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-
 
1
3
 
- 

 ３
 
在
宅
医
療
の
推
進
 

項
 

 
目
 

現
状
 

(計
画

策
定

時
) 

直
近

値
 

目
 

 
 

標
（
上

段
）
 

出
 

 
典
 

実
 

 
 

績
（
下

段
）
 

2
0
18

年
度
 

（
H
30
）
 

2
0
19

年
度
 

（
R
01
）
 

2
0
20

年
度
 

（
R
02
）
 

2
0
21

年
度
 

（
R
03
）
 

2
0
22

年
度
 

（
R
04
）
 

2
0
23

年
度
 

（
R
05
）
 

訪
問

診
療

の
実

施
件

数
(
訪

問
診

療
を

受
け

て
い

る
患

者
数

) 

1
7
2
件

/月
 

(
H
26
) 

3
4
8
件

/月
 

(
H
29
) 

－
 

－
 

1
7
8
件

/月
 

－
 

－
 

1
8
3
件

/月
 

厚
生

労
働

省
｢
医

療
施

設
調

査
(
静

態
)
｣(
調

査
周

期
：

3
年

) 
－
 

－
 

 
 

 
 

訪
問

歯
科

診
療

に
係

る
施

設
基

準
届

出
医

療
機

関
割

合
 

6
3
.3
％
 

(
H
29
.
9
.1
) 

6
2
.1
％
 

(
R
3.
1
.
1
) 

6
6
.1
％
 

6
8
.9
％
 

7
1
.7
％
 

7
4
.5
％
 

7
7
.3
％
 

8
0
.0
％
 

東
北

厚
生

局
｢
施

設
基

準
の
届

出
受

理

状
況
｣ 

6
9
.0
% 

6
5
.5
% 

 
 

 
 

訪
問

看
護

利
用
者

数
 

6
0
人
 

(
H
27
) 

※
6
件
 

(
H
29
.
9
月

 
訪

問
看
護

ｽ
ﾃ

ｰ
ｼ
ｮﾝ
へ
の

指
示

書
交
付

数
) 

6
8
人
 

7
0
人
 

7
3
人
 

7
5
人
 

7
8
人
 

8
0
人
 

Ｎ
Ｄ

Ｂ
(
レ

セ
プ

ト
情

報
･
特

定
健

診

等
情

報
デ

ー
タ
ベ

ー
ス

) 

※
厚

生
労

働
省
｢
医

療
施

設
調

査
(
静

態
)
｣(
調

査
周

期
：

3
年

) 
－
 

－
 

 
 

 
 

 【
目
指
す
べ
き
方
向
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策

】
 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

(
1
)
 
在
宅

医
療

の
充

実
 

○
 

県
は

、
入

院
時

か
ら

在
宅

療
養
ま

で
の

円
滑

な
移

行
が

で
き
る

よ
う

、
病

院
や

診
療

所
、
薬

局
、
介

護
施

設
等

と
の
連

携
体

制
強

化
の

た
め

、
退
院

調
整

の
ル

ー
ル

づ
く

り
や

連
携

ツ
ー

ル
等

の
検

討
を
進

め
ま

す
。
 

   
○

 
県
は

、
在

宅
医

療
を

支
え

る
訪
問

診
療
・
訪

問
歯

科
診

療
な

ど
在

宅
医

療
を

提
供

す
る

医
療

機
関

や
人

材

確
保
・
育

成
の

強
化

の
た

め
、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

進
め

ま
す

。
 

      

 ○
 

要
介

護
・

要
支
援

状
態
に

あ
る
高

齢
者

等
の
入

退
院
時

に
適

切
な

支
援
が

行
わ

れ
る
よ

う
、
最

上
地
域

保
健

医
療

協
議

会
 

在
宅
医

療
専

門
部
会

や
最
上

地
域
医

療
連

携
推

進
協

議
会

 
医
療

・
介

護
多
職

種
連
携

専
門
部

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の
現

状
や

課
題
の

把
握
・

情
報
共

有
を

実
施

（
R
3
.3

月
書

面
開

催
））
（
再
掲

）
 

 ○
 

も
が

み
地

域
在
宅

医
療
推

進
研
究

会
（

新
庄
市

最
上
郡

医
師

会
へ

の
補

助
に

よ
り

運
営

）
と
連

携
し

、
在
宅

医
療
・

介
護

関
係

者
の
支

援
技

術
向
上

の
た
め

、
ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

会
を

予
定
し

て
い

た
が
、

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た
め

中
止

し
、
研

修
会
開

催
方
式

の
希

望
等

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
 

○
 

山
形

県
介

護
支
援

専
門
員

協
会
で

実
施

す
る
事

業
に
対

し
て

の
補

助
を

実
施
 

・（
山
形

県
介

護
支

援
専

門
員
協

会
最
上

地
区

支
部
）
介
護

支
援

専
門

員
等

を
対

象
に

、
ケ

ア
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の

 →
継

続
（

再
掲

）
 

      →
継

続
 

     →
継

続
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-
 
1
4
 
- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

   
○

 
県
は

、
病

院
や

診
療

所
、
薬

局
、
介

護
施

設
等

の
連

携
を

進
め

る
た

め
、
在
宅

療
養

を
支
援

す
る

関
係

機
関

に
よ

る
継

続
的

な
意

見
交

換
を

実
施
し

ま
す

。
 

    
○

 
県

は
、

在
宅

療
養

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

維
持

向
上

の
た

め
、
多
職

種
チ

ー
ム

に
よ

る
口

腔
ケ
ア

や
食

支
援

等
の

体
制

構
築

を
検

討
し

ま
す

。
 

            
○

 
県
は

、
急

変
時

の
受

入
体

制
や
連

携
体

制
の

充
実

に

向
け

、
在

宅
医

療
を

担
う

病
院

や
診
療

所
、
訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

等
と

入
院

機
能

を
有

す
る

病
院

と
の

連
携

体
制

の
構

築
を

検
討

し
ま

す
。
 

   

○
 

県
は

、
住

民
の

在
宅

医
療

や
看
取

り
の

普
及

啓
発

の
た

め
、
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

進
め
ま

す
。
 

 

質
の

向
上

の
た

め
、
オ
ン

ラ
イ

ン
に
よ

る
事

例
検

討
会

を
開
催
 

 ○
 

要
介

護
・

要
支
援

状
態
に

あ
る
高

齢
者

等
の
入

退
院
時

に
適

切
な

支
援
が

行
わ

れ
る
よ

う
、
最

上
地
域

保
健

医
療

協
議

会
 

在
宅
医

療
専

門
部
会

や
最
上

地
域
医

療
連

携
推

進
協

議
会

 
医
療

・
介

護
多
職

種
連
携

専
門
部

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の
現

状
や

課
題
の

把
握
・

情
報
共

有
を

実
施

（
R
3
.3

月
書

面
開

催
）（

再
掲

）
 

 ○
 

新
庄

最
上

薬
剤
師

会
、
山

形
県
栄

養
士

会
及
び

山
形
県

言
語

聴
覚

士
会
で

実
施

す
る
事

業
に
対

し
て
の

補
助

を
実

施
 

 
・（

新
庄
最

上
薬

剤
師

会
）
在

宅
医
療
・
介

護
に

取
り

組
む

医
療

・
福

祉
・
介

護
関

係
者
を

対
象
に

、
地
域

全
体

で
高

齢
者

を
見
守

る
体

制
作
り

に
つ
い

て
の
研

修
会

を
開

催
 

・（
山

形
県

栄
養

士
会
）
管
理
栄

養
士
・
栄

養
士

を
対

象
に

、
在

宅
訪

問
栄

養
に

つ
い

て
実

践
的

に
学

ぶ
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
研

修
会

を
開

催
 

 
・（

山
形
県

言
語

聴
覚

士
会

）
在

宅
医
療

に
取

り
組

む
医

療
・

福
祉

・
介

護
関
係

者
を

対
象
に

、
コ
ロ

ナ
禍
に

お
け

る
食

支
援

の
実
践

に
つ

い
て
学

ぶ
オ
ン

ラ
イ
ン

研
修

会
を

開
催
 

 ○
 

要
介

護
・

要
支
援

状
態
に

あ
る
高

齢
者

等
の
入

退
院
時

に
適

切
な

支
援
が

行
わ

れ
る
よ

う
、
最

上
地
域

保
健

医
療

協
議

会
 

在
宅
医

療
専

門
部
会

や
最
上

地
域
医

療
連

携
推

進
協

議
会

 
医
療

・
介

護
多
職

種
連
携

専
門
部

会
等

に
お

い
て

、
地

域
の
現

状
や

課
題
の

把
握
・

情
報
共

有
を

実
施

（
R
3
.3

月
書

面
開

催
）（

再
掲

）
 

 〇
 

在
宅

医
療

・
介
護

に
取
り

組
む
医

療
・

福
祉
・

介
護
関

係
者

を
対

象
に
住

民
に

寄
り
添

っ
た
人

生
の
意

思
決

定
支

援
に

つ
い

て
の

研
修

会
を

開
催

（
R
3.
3
月

予
定

）
 

○
 

山
形

県
栄

養
士
会

、
山
形

県
言
語

聴
覚

士
会
で

実
施
す

る
事

業
に

対
し

て
の

補
助

を
実

施
 

・（
山
形

県
栄

養
士

会
）
地

域
住

民
を
対

象
に

、
在

宅
医

療

   →
継

続
（

再
掲

）
 

      →
継

続
 

              →
継

続
（

再
掲

）
 

      →
継

続
 

  →
継

続
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-
 
1
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- 

 

項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

に
お

け
る

低
栄

養
予

防
、
生
活

習
慣
病

予
防

の
た

め
の

食
生

活
に

つ
い

て
出

前
講

座
を

開
催
 

・（
山
形

県
言

語
聴

覚
士

会
）
高

齢
者
等

を
対

象
に
、
誤

嚥
・

窒
息

に
関

す
る

予
防
・
対

応
に

つ
い
て

研
修

会
を
開
催
 

 

 

(
2
)
 
介
護

と
の

連
携
 

○
 

県
は

、
「

健
康

長
寿

安
心

や
ま

が
た

推
進

本
部

最
上

地
域

協
議

会
」

に
お

い
て

、
「

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ

ム
」
の
構

築
の

促
進

に
係

る
情

報
提
供

や
課

題
の

共
有

化
を

図
る

と
と

も
に

、
市

町
村

が
単
独

で
実

施
す

る
こ

と
が

困
難

な
事

業
に

つ
い

て
の

広
域

的
な

取
組

方
策

を
検

討
し

ま
す

。
 

 
○

 
県

は
、
「

も
が

み
介

護
人

材
確

保
推

進
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
協

議
会

」
の

構
成

機
関
・
団

体
と
連

携
し

、
介

護
職

員
の

育
成
・
確

保
・
定

着
、
離

職
防
止

対
策

を
推

進
し

ま
す

。
 

                     

 ○
 

「
健

康
長

寿
安
心

や
ま
が

た
推
進

本
部

最
上
地

域
協
議

会
」

に
お

い
て

、
情

報
提

供
や

課
題

の
共

有
化

を
実

施

（
R
3
.3

月
）
 

・
 

市
町

村
生

活
支
援

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

に
よ
る

具
体
的

な
地

域
課

題
解
決

に
向

け
た
取

組
み
状

況
等
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

会
の

開
催

（
R
2
.
12

月
）
 

 ○
 
「

も
が

み
介

護
人

材
確

保
推

進
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
議

会
」

の
介

護
人

材
育
成

と
介

護
職
環

境
改
善

の
２
つ

の
専

門
部

会
で

、
介

護
職
員

の
育

成
・
確

保
・
定

着
、
離

職
防

止
対

策
を

検
討

・
推
進

（
各

専
門
部

会
１
回

、
合
同

専
門

部
会

１
回
、
総
会

１
回
）（

各
専
門
部

会
は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染
症

拡
大

防
止

の
た

め
書

面
開
催

）
 

・
 

介
護

人
材

の
す
そ

野
拡
大

を
図
る

た
め

、
小
中

高
校
に

介
護

福
祉

士
を
派

遣
し

、
講
話

や
体
験

学
習
を

通
し

て
介

護
職

の
魅

力
を

発
信
 

 
 

 
管

内
高

校
生

84
名
 

 
 

 
中

学
校

５
回

21
1
名
（

新
庄
中

、
真

室
川

中
、

八
向

 
中

、
戸
沢

中
、

萩
野

学
園

）
 

 
 

 
小

学
校

２
回

10
1
名
（

舟
形
小

、
沼

田
小

）
 

・
 

介
護

職
員

の
ス
キ

ル
ア
ッ

プ
を
図

る
た

め
の
研

修
会
を

開
催

（
R
2
.
10

月
）
 

 
 

 
テ

ー
マ
：「

高
齢

に
よ
る

身
体
機

能
の

変
化

と
介

護
予

防
」
 

 
 

 
講

 
師

：
新

庄
徳

洲
会

病
院
 

理
学

療
法

士
 

 
 

 
参

加
者

：
2
6
名
 

・
 

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク
が

実
施
す

る
介
護

職
に

特
化
し

た
就
職

面
談

会
に

つ
い

て
、

介
護

事
業

所
と

の
連

携
を

強
化

（
R
2
.
10

月
）
 

 
 

 
「

福
祉

の
し

ご
と

フ
ェ

ア
i
n
新

庄
」（

参
加
者

1
33

名
）
 

・
 

介
護

職
の

魅
力
を

啓
発
す

る
た
め

の
リ

ー
フ
レ

ッ
ト
を

 →
継

続
 

      →
継

続
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-
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項
 

 
 

目
 

令
和

２
年

度
に

お
け

る
主

な
取

組
み
 

令
和

３
年

度
以

降
の

実
施

計
画

 

  

○
 

県
は

、
各

市
町

村
の

地
域

包
括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

で
構

成
す
る
「
最

上
地

域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー

連
絡

協
議

会
」
に
お

い
て

、
在

宅
医

療
と

介
護
連

携
の

推
進

に
向

け
た

取
組

の
強

化
や

認
知

症
対

策
事
業

、
介

護
予

防
事

業
の

促
進

に
つ

い
て

検
討

し
ま

す
。
ま

た
、
県
立

新
庄

病
院

の
改

築
整

備
に

合
わ

せ
、
医

療
・
介

護
・
福

祉
連

携
の

相
談

窓
口

の
整

備
に

つ
い

て
検
討

し
ま

す
。
 

      
○

 
県
は

、
認

知
症

疾
患

医
療

セ
ン
タ

ー
（

最
上

圏
域

）
に

よ
る

認
知

症
医

療
に

関
す

る
研

修
実

施
の

協
力

や

地
域

の
保

健
医

療
機

関
、

地
域

包
括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

な
ど
に

よ
る
「
最

上
地

域
認

知
症

医
療

連
携

協
議

会
」
に

お
け

る
医

療
・
介
護

関
係

者
の

連
携

体
制

づ
く

り
を

支
援
し

ま
す

。
 

 

小
中

高
校

生
の

進
路

講
話

時
に

配
布
 

 ○
 

「
最

上
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

連
絡

協
議
会

」
を
開

催
（

書
面

）
し
、

各
市

町
村
の

取
組
み

状
況
に

つ
い

て
情

報
交

換
、

進
捗
状

況
等

を
共
有

（
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

書
面

開
催
：
R
2.
8
月
、
R
3.
1
月
） 

・
 

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
事

業
の
実

施
状

況
 

・
 

生
活

支
援

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー
や

認
知

症
初
期

集
中
支

援
チ

ー
ム

の
活

動
状

況
 

・
 

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総
合

事
業

の
実

施
状

況
 

○
 

医
師

会
、

市
町
村

、
新
庄

病
院
、

総
合

支
庁
を

メ
ン
バ

ー
と

し
た

「
令
和

２
年

度
 
在

宅
医
療

・
介
護

連
携

拠
点

設
置

準
備

会
議
」

を
開

催
し
、

相
談
窓

口
の
業

務
内

容
や

予
算

、
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

に
つ

い
て
検

討
(
R
3
.2

月
)
。
 

 ○
 

認
知

症
患

者
等
へ

の
適
切

な
支
援

が
図

ら
れ
る

よ
う
、

「
認

知
症

疾
患
医

療
連

携
協
議

会
」
で

、
地
域

の
現

状
や

課
題

を
把

握
・
共

有
し

、
地
域

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー

職
員

等
と

情
報

交
換

（
書

面
開

催
予

定
）
 

   

  →
継

続
 

       →
最

上
地

域
保

健
医

療
対

策
協

議
会
に

、
医

療
・
介
護
・
福

祉
の

相
談

窓
口

設
置

の
た

め
の

部
会

を
設

置
す

る
方

向
で

検
討
。
 

  →
継

続
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 令和２年１２月１日（火）開催の在宅医療専門部会の開催状況について、報告し

ます。 

 

 

１ 最上地域保健医療協議会（地域医療構想調整会議） 

 協議・報告事項（２） 

 

 在宅医療専門部会の開催状況について 
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在宅医療専門部会 開催状況 

 

１ 日時：令和２年１２月１日（火） 

２ 開催形式：書面会議 

 

 ３ 内容 

（報告事項） 

 ・「山形県保健医療計画」、「市町村介護保険事業計画」、「山形県介護保険事業

支援計画」の見直し・改定スケジュールについて 

 ・在宅医療等の地域医療構想における考え方 

 ・介護施設、在宅医療等に関して新たに必要とされるサービス量について 

 ・在宅医療推進に関する取組状況 

 

 ４ 結果 

（在宅医療に関する意見） 

・住み慣れた自宅で安心して療養生活を送るためには、何かあればすぐ対応してくれ

る身近なスタッフが必要だが、最上地域は、医師・看護師数は最下位で、在宅医療

を支える人の確保、質の向上を図ることが大切。 

・看護師の少ない施設では、研修会へ参加することもままならない状況である。ケア

の質を上げるため、認定、在宅領域の特定行為研修があるので参加出来るように、

地域で支援できるシステムができれば良い。 
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最 保 第 5 3 4 号 

令和２年 12 月１日 

 

 

在宅医療専門部会 

部 会 員 各 位 

 

 

山形県最上保健所長（在宅医療専門部会長） 

 

 

令和２年度 最上地域保健医療協議会 在宅医療専門部会の

開催について（通知） 

 

 

 最上地域における在宅医療の推進につきましては、日頃から御理解・御協力

をいただき深く感謝申し上げます。 

さて、この度、「山形県老人保健福祉計画（第９次）・山形県介護保険事業支

援計画（第８次）」が策定されるにあたり、訪問診療、介護サービスの需要量が

県庁担当課で取りまとめられましたので、標記専門部会を書面開催し、御報告

します。 

併せて、最上地域における在宅医療の推進に係る令和元年度の主な取組みに

ついて参考までに御報告します（令和２年３月の令和元年度第３回最上地域保

健医療協議会（地域医療構想調整会議）で報告済み）。 

 

記 

 

１ 各計画の見直し・改定スケジュールについて 

「山形県介護保険事業支援計画」が、令和３年度に改定時期を迎えます。

なお、「山形県保健医療計画」の中間見直しについては、新型コロナウイルス

の影響を考慮し、令和３年度に延期される見込みです。 

 

 

 

2018
（H30）

2019
（H31）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

2025
（R7）

山形県保健医療計画
2018（H30）～2023（R5）

※在宅医療等については、

３年後に必要に応じて見直し

市町村介護保険事業計画 2018（H30）～2020（R2）

山形県介護保険事業支援計画 2018（H30）～2020（R2）

計画名

中間見直し

第７次

第７次

第８次

第８次

第 ７ 次

○写 （資料は除く） 
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２ 在宅医療等の地域医療構想における考え方（資料１－１、資料１－２） 

地域医療構想では、入院患者のうち比較的軽度な患者層を介護サービス（介

護施設等）と在宅医療（訪問診療等）で対応することとされています。 

 

【考え方】 

 

 

３ 介護施設、在宅医療等に関して新たに必要とされるサービス量について 

（資料２） 

2025（R７）年度の見込みが第７期計画策定時の 14 人/日から 13 人/日へと

変更となり、第８期末までに 9 人/日まで整備することと見込んでいます。 

 

 

４ 在宅医療推進に関する取組状況（資料３） 

「第７次山形県保健医療計画（最上地域編・在宅医療）令和元年度におけ

る主な取組み及び令和２年度以降の実施計画」を参考までお送りします。 

 

（人/日）

第7期末

（2020（R2）年度）

実績（見込）

第8期末

（2023（R5）年度）
2025（R7）年度

第7期計画 6 - 14

第8期計画 5 9 13

【事務局】保健企画課 髙梨、齋藤（千） 
 〒996-0002 新庄市金沢字大道上 2034 

TEL 0233-29-1253 / FAX 0233-22-2025 
 E-mail ymogamihoken@pref.yamagata.jp 
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「もがみ地域退院支援連携ルールの手引き」について、掲載内容の更新等を行い

ましたので、報告します。 

 

【主な変更点】 

「介護保険事業所・施設一覧」を令和３年２月１日現在に更新 

 

 

１ 最上地域保健医療協議会（地域医療構想調整会議） 

 協議・報告事項（３） 

 

 「もがみ地域退院支援連携ルールの手引き」

について 
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改正後全文 
 

もがみ地域退院支援連携ルールの手引き 
 

 
１ 目 的 

要介護や要支援状態にある高齢者等の入退院に際し、入院してから退院後の在宅療養

に至るまでの支援が途切れることなく円滑に行われるように医療機関とケアマネジャー

等との情報共有についてルール化し、患者さんが安心して在宅療養できることを目的と

します。 

 

２ 基本事項 
（１）対象者 

①介護保険を利用（要支援・要介護）しており、担当ケアマネがいる場合Ａパターン 

    ※３日程度の入院（検査入院・白内障手術による入院等）は対象外 

 ②介護保険をまだ利用していないが、退院後に利用する可能性がある場合Ｂパターン 

  

（２）ルール適用の範囲 
最上地域にお住まいの方が、最上地域の医療機関に入院し、退院後に在宅等に戻るケ

ースの支援を対象とします。 

 

【市町村】（8市町村） 

新庄市、金山町、最上町、舟形町、真室川町、大蔵村、鮭川村、戸沢村 

【医療機関】（6 医療機関） 

 県立新庄病院、町立金山診療所、最上町立最上病院、町立真室川病院、 

新庄徳洲会病院、PFC HOSPITAL 

 

（３）ルールの内容 

①入退院支援に関する医療と介護の情報共有手順（時期、方法、担当窓口）の明確化 

②情報共有項目の明確化 

 

（４）運用開始時期 

   平成 31 年 4月 

 
３ 個人情報の取り扱い 
  「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」参考 

（平成 29 年 4月 14 日厚生労働省/個人情報保護委員会） 

 

４ 留意事項 
（１）医療側と介護側が共通認識をもって支援できるように、連携時期、手順等の標準方

式を示した「ツール」であり、強制的な効力をもつものではありません。ルールに定

めた日数などは「目安」と考えていただき、個別の状況に応じて関係者間で適宜調整

してください。 

（２）運用開始後も、運用状況の確認や評価を行い、必要に応じて関係者との協議を行い

ながら適宜ルールを見直すものとします。 

 

“その人らしい生き方を 

わたしたちが支える“ 

- 1 -
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【 医 療 機 関 側 】  

介
護

保
険

を
利

用
し

て
い

る
○

○

さ
ん

が
入

院
し

ま
し

た
。

 

 

入
 

院
 

 

介
護

保
険

を
利

用
（

要
支

援
・

要
介

護
）
し

て
お

り
、

担
当

ケ
ア

マ
ネ

が
い

る
場

合
【

Ａ
パ

タ
ー

ン
】 

【
担

当
ケ

ア
マ

ネ
】
 

わ
か

り
ま

し
た

。
 

入
院

時
情

報
提

供
書

を
お

届
け

し
ま

す
ね

。
 

退
院

後
の

支
援

に
関

す
る

サ
ー

ビ
ス

調
整

を
行

い
ま

す
の

で
、
情

報
共

有
や

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
等

お
願

い
し

ま
す

 

【
病

院
担

当
者

】
 

○
○

さ
ん

、
そ

ろ
そ

ろ
退

院
に

な
り

そ
う

で
す

。
 

 
担

当
ケ

ア
マ

ネ
へ

の
 

入
院

時
連

絡
 

【
P

.6
～

7
 
①

参
考

】
 

 
「

入
院

時
情

報
提

供
書

」
 

の
提

供
【

P
.6

～
7

 
②

参
考

】
 

 

担
当

ケ
ア

マ
ネ

へ
退

院
見

込
み

を
連

絡
 

（
原

則
と

し
て

退
院

予
定

の
７

日
前

ま
で

）
 

【
P

.6
～

7
 
③

参
考

】
 

退
院

調
整

期
間

（
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

・
サ

ー
ビ

ス
調

整
な

ど
）

 

 
 

担
当

ケ
ア

マ
ネ

へ
 

退
院

日
の

連
絡

 

 
【

P
.6

～
7

 
⑤

参
考

】
 

退
院

時
情

報
の

提
供

 

【
P

.6
～

7
 
⑥

参
考

】
 

ケ
ア

プ
ラ

ン
提

供
 

患
者

情
報

の
収

集
と

在
宅

へ
の

退
院

に
向

け
た

調
整

 

○
○

さ
ん

の
退

院
日

が
 

○
月

○
日

に
決

ま
り

ま
し

た
。
退

院
後

の
支

援
を

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

【 介 護 （ ケ ア マ ネ ） 側 】  

連
絡

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
 

退
院

後
に
、
利

用
者

さ
ん

の
合

意
を

得
て

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

提
供

し
ま

す
。  

“
そ

の
人

ら
し

い
生

き
方

を
 

わ
た

し
た

ち
が

支
え

る
“

 

※
担

当
ケ

ア
マ

ネ
が

わ
か

ら
な

い
場

合
は

市
町

村
の

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
（

P
.9

参
考

）
に

問
い

合
わ

せ
て

く
だ

さ
い

 

退
 

院
 

①
 

③
 

②
 

④
 

⑤
 

⑥
 

⑦
 

【
P

.6
～

7
 
④

参
考

】
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医

療
機

関
 

ケ
ア

マ
ネ

 

在
宅

時
 

（
入

院
前

）
 

 
      

入
院

 
①

担
当

ケ
ア
マ

ネ
へ
の

入
院
時

連
絡
【

電
話
】

 
患

者
や

家
族

か
ら

の
聞

き
取

り
や

、
介

護
保

険
証

、
名

刺
等

に
よ

り
担

当
ケ

ア
マ

ネ
を

把
握

し
た

ら
、

速
や

か
に

（
原

則
３

日
以

内
）

に
担

当
ケ
ア

マ
ネ
に

入
院
し

た
こ
と

を
連
絡

す
る

 
  

②
医

療
機

関
へ
の

「
入
院

時
情
報

提
供
書

」
の
提

供
 

入
院

を
把

握
し

た
ら

原
則

と
し

て
入

院
日

を
初

日
と

し
て

３
日

以
内

に
提

供
書

を
医

療
機

関
に

提
供

す
る

（
資
料

○
○
参

考
；
医

療
機
関

担
当
窓

口
）

 

退
院

時
期

見
込

 

（
入

院
後

７
～

１
０

日
頃

）
 

③
担
当

ケ
ア
マ

ネ
へ
退

院
見
込

を
連
絡

【
電
話

】
 

退
院

見
込

み
（

い
つ

、
ど
こ

に
退

院
予

定
か

）
が

つ
い

た
ら
、

速
や

か
に

（
原

則
と
し
て

退
院
予

定
の

７
日

前
ま

で
）

に
担
当

ケ
ア

マ
ネ
に

連
絡
す

る
 

④
患

者
情

報
の
収

集
と
在

宅
へ
の

退
院
に

向
け
た

調
整
開

始
 

医
療

機
関

か
ら
退

院
の
見

込
み
の

連
絡
が

あ
っ
た

ら
、
退

院
調
整

の
た
め

の
利
用

者
情
報

の
共
有

に
つ

い
て

、
い
つ

、
ど
こ

で
、
ど

ん
な
方

法
で
行

う
の
か

医
療
機

関
と
調

整
す

る
 

 

退
院

調
整

 
患

者
情
報

を
共
有

し
、
多

職
種
に

よ
る
退

院
支
援

と
調
整

の
実

施
 

・
退

院
に

向
け
た

多
職
種

に
よ
る

カ
ン
フ

ァ
レ
ン

ス
の
開

催
等
 

・
患

者
や

家
族
の

意
向
を

確
認
し

、
介
護

サ
ー
ビ

ス
を
調

整
 

退
院

日
決

定
 

⑤
担
当

ケ
ア
マ

ネ
へ
退

院
日
の

連
絡
 

主
治

医
の

許
可
し

た
退
院

日
を
ケ

ア
マ
ネ

に
連
絡

す
る
 

 

退
院

前
後

 
⑥

退
院

時
情
報

の
提
供

 
⑦

利
用
者

の
合
意

を
得
た

「
ケ
ア

プ
ラ
ン

（
写
し

）」
の

提
供
（

退
院
後

）
 

■
利

用
者

の
入

院
を

早
期

に
把

握
す
る
・
医

療
機
関

が
担

当
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

等
を

把
握

し
や

す
く

す
る

た
め

の
工

夫
例

 
○

ケ
ア

マ
ネ

の
名

刺
は

2
部

渡
す

よ
う

に
す

る
。

1
部

は
利

用
者

保
管

用
、

も
う

１
部

は
医

療
保

険
証

や
介

護
保

険
証

、
お

薬
手

帳
と

一
緒

に
保

管
し

、
通

院
・

入
院

の
際

に
持

参
す

る
よ

う
伝

え
て

お
く

 
○

「
入

院
し

た
場

合
ケ

ア
マ

ネ
に

も
連

絡
す

る
」

こ
と

を
利

用
者

・
家

族
に

伝
え

て
お

く
。

 
○

利
用

者
・

家
族

等
が

常
時

目
に

つ
く

と
こ

ろ
（

電
話

の
前

、
ベ

ッ
ド

サ
イ

ド
等

）
に

事
業

所
名

や
担

当
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

の
氏

名
・

連
絡

先
を

貼
っ

て
お

く
 

「
病

院
が

ケ
ア

マ
ネ

を
把

握
」

ま
た

は
「

ケ
ア

マ
ネ

が
入

院
を

把
握

」
ど

ち
ら

か
早

い
ほ

う
が

相
手

に
連

絡
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
 

【
施

設
へ

の
退

院
に

よ
り

ケ
ア

マ
ネ
が

変
わ

る
場

合
】
 

新
し

い
ケ

ア
マ

ネ
に

こ
れ

ま
で

の
経

過
を

引
き

継
ぐ

と
と

も
に

、
病

院
に

も
ケ

ア
マ

ネ
が

変
わ

る
旨

を
伝

え
ま

し
ょ

う
 

【
転

院
の

場
合

】
転

院
先

へ
の

入
退

院
時

情
報

提
供

書
や

ケ
ア

マ
ネ

の
引

き
継

ぎ
等

に
つ

い
て

病
院

と
確

認
し

ま
し

ょ
う

 

介
護

保
険

を
利

用
し

て
お

り
担

当
ケ

ア
マ

ネ
が

い
る

場
合
の

入
退

院
支

援
連

携
の

流
れ

(
Ａ
パ

タ
ー

ン
)
 

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
し

て
い

く
た

め
に

医
療

と
福

祉
の

間
で

情
報

提
供

（
共

有
）

が
必

要
あ

る
こ

と
を

患
者

さ
ん

や
家

族
に

説
明

し
、

情
報

提
供

に
関

す
る

同
意

や
理

解
を

得
て

お
く

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

 

多
職

種
参

画
に

よ
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
で

支
援

の
方

向
を

多
角

的
に

検
討

し
ま

し
ょ

う
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担
当

ケ
ア

マ
ネ

 

           意
向

 
  

 
         

 
     

【 医 療 機 関 】  

入
 

院
 

介
護

保
険

を
ま

だ
利

用
し

て
い

な
い

が
、
退

院
後

に
利

用
す

る
可

能
性

が
あ

る
場

合
【

Ｂ
パ

タ
ー

ン
】 

退
 

院
 

【
病

院
ス

タ
ッ

フ
】

 

そ
ろ

そ
ろ

退
院

に
な

り
そ

う
。

 

こ
れ

ま
で

介
護

保
険

利
用

し
て

い
な

か
っ

た
け

ど
、
退

院
後

は
介

護
保

険
を

使
っ

て
支

援
す

る
必

要
が

あ
り

そ
う

。
 

 

 

退
院

後
の

支
援

が
必

要
な

患
者

か
判

断

本
人

・
家

族
に

介
護

保
険

や
申

請
に

 

関
す

る
説

明
 

 
【

P
.8

 
②

参
考

】
 

 
 

退
院

後
の

療
養

や
介

護
に

関
し

て
市

町

村
へ

の
相

談
や

、
橋

渡
し

が
必

要
な

場
合

、

市
町

村
の

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

事

前
連

絡
 

 
【

P
.8

 
③

参
考

】
 

市
町

村
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

 

（
※

各
市

町
村

の
相

談
窓

口
は

 
P

.９
 
参

考
）

 

担
当

ケ
ア

マ
ネ

へ
退

院
の

見
込

を
連

絡
 

（
原

則
と

し
て

退
院

予
定

の
7

日
前

ま
で

）
 

【
P

.6
～

7
 
③

参
考

】
 

※
以

降
の

流
れ

は
、

 
「

介
護

保
険

を
利

用
し

て
お

り
、

担
当

ケ
ア

マ
ネ

が
い

る
場

合
【

Ａ
パ

タ
ー

ン
】
」

の
④

以
降

と
同

じ
 

 
“

そ
の

人
ら

し
い

生
き

方
を

 

わ
た

し
た

ち
が

支
え

る
“

 

【
例

】
 

※
家

族
等

が
要

介
護

認
定

の
手

続
き

を
行
う

こ
と

が
困

難
な

場
合
 

※
病

状
等

で
急

き
ょ

退
院

が
予

測
さ

れ
る
場

合
 

※
退

院
後

の
支

援
に

配
慮

を
要

す
る

場
合
な

ど
 

要
介

護
認

定
 

在
宅

療
養

や
介

護
に

関
す

る
相

談
・

支
援

 
 

 

※
市

町
村

の
要

介
護

申
請

窓
口

は
P

.1
0

 
 
参

考
 

※
市

町
村

の
要

介
護

申
請

窓
口

は
 
P

.1
0

 
参

考
 

①
 

②
 

③
 

④

【 市 町 村 ・ 地 域 包 括 等 】 

⑤
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医

療
機

関
 

市
町

村
 
/
 
ケ

ア
マ

ネ
 

入
院

 
患

者
や

家
族

へ
の

聞
き

取
り

や
、

介
護

保
険

証
、

担
当

ケ
ア

マ
ネ

の
名

刺
の

有
無

等
に

よ
り

介
護

保
険
を

利
用
し

て
い
な

い
こ
と

を
確
認

 
 

退
院

時
期

見
込

 

（
入

院
後

７
～

１
０

日
頃

）
 

 ①
退
院

調
整
の

必
要
な

患
者
か

判
断
 

入
院

後
７

～
１
０

日
頃
を

め
ど

に
、
退

院
後

に
支
援

(
介

護
保

険
の

利
用

)が
必

要
か
ど

う
か

を
判

断
す
る

。
 

 

②
本
人

・
家
族

に
介
護

保
険
や

申
請
に

関
す
る

説
明

 

患
者
や
家

族
に
介

護
保

険
の

説
明

を
行

い
、

申
請

等
を

支
援

す
る

。
（

市
町

村
の

要
介

護
認

定
申

請
窓
口

は
 
 
P.

10
 を

参
考

）
 

 

③
退
院

後
の
療

養
や
介

護
に
関

し
て
市

町
村
へ

の
相
談

や
、
橋

渡
し
が

必

要
な

場
合
、

市
町
村

の
地
域

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー
に

事
前
連

絡
 

退
院

後
の

在
宅
療

養
や
介

護
等
、
支
援

が
円
滑

に
進
む

よ
う

に
、
必

要
に

応
じ

て
市
町

村
の

地
域

包
括
支

援
セ
ン

タ
ー
等

に
連
絡

を
行
い

、
情

報
共

有
等

、
支

援
の
橋

渡
し
を

行
う

。
（

市
町

村
の
地

域
包

括
支

援
セ
ン

タ
ー
等

は
 
P
.9
 参

考
）
 

 
【

例
】・

家
族

等
が

要
介

護
認

定
の
手

続
き
を

行
う
こ

と
が
困

難
な
場

合
 

 
 

 
 ・

病
状

等
で

急
き

ょ
退

院
が
予

測
さ
れ

る
場

合
 

 
 

 
 ・

退
院

後
の

支
援

に
配

慮
を
要

す
る
場

合
な

ど
 

 ⑤
担
当

ケ
ア
マ

ネ
に
退

院
の
見

込
の
連

絡
 

 
※

原
則
と

し
て
退

院
予
定

日
の

7
日

前
ま

で
に

、
担
当

ケ
ア

マ
ネ

等
に
連

絡
す
る

。
 

             ④
市

町
村
地

域
包
括

支
援
セ

ン
タ
ー

等
 

・
在

宅
療

養
や

介
護

に
関

す
る

相
談

や
支
援

 
 P

.
9
 参

考
 

→
（

要
介

護
申

請
窓

口
は

 
 P
.
1
0
 
参
考

）
 

  
 

 

退
院

調
整

 
 

以
降
の

流
れ
は

前
掲
『

介
護
保

険
を
利

用
し
て

お
り
、

担
当
ケ

ア
マ
ネ

が
い
る

場
合
【

Ａ
パ
タ

ー
ン
】
』

の
④

以
降
の

流
れ
と

同
じ
 

退
院

日
決

定
 

退
院

後
 

介
護

保
険

を
利

用
し

て
い
な

い
が

、
退

院
後
に

利
用

す
る

可
能
性

が
あ

る
場

合
の
連

携
調

整
の

流
れ
（

Ｂ
パ

タ
ー

ン
）
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持
参

の
場

合
持

参
以

外
の

手
段

県
立

新
庄

病
院

〒
9
96

-0
02

5
新

庄
市

若
葉

町
1
2-

5
5

電
話

：
02

33
-2

2
-5

52
5（

代
）

  
  

  
  

（
内

線
1
29

3
）

町
立

金
山

診
療

所

〒
9
99

-5
40

2
最

上
郡

金
山

町
大

字
金

山
5
48

-
2

電
話

：
02

33
-5

2
-2

91
5

最
上

町
立

最
上

病
院

〒
9
99

-6
10

1
最

上
郡

最
上

町
大

字
向

町
6
4-

3

電
話

：
02

33
-4

3
-2

11
2

【
Ａ

パ
タ

ー
ン

】
介

護
保

険
を

利
用

（
要

支
援

・
要

介
護

）
し

て
お

り
、
担

当
ケ

ア
マ

ネ
が

い
る

場
合

の
医

療
機

関
担

当
窓

口

病
棟

看
護

師

病
棟

看
護

師
（
師

長
含

む
）

⑥
退

院
時

情
報

の
提

供
担

当

病
棟

看
護

師

病
棟

看
護

師

病
棟

看
護

師
（
師

長
含

む
）

③
退

院
見

込
み

を
担

当
ケ

ア
マ

ネ
に

連
絡

す
る

担
当

④
退

院
調

整
の

主
体

に
な

る
担

当

⑤
退

院
日

を
担

当
ケ

ア
マ

ネ
に

連
絡

す
る

担
当

①
入

院
し

た
こ

と
を

担
当

ケ
ア

マ
ネ

に
連

絡
す

る
担

当

病
棟

看
護

師
（
師

長
含

む
）

病
棟

看
護

師
（
師

長
含

む
）

病
棟

看
護

師
（
師

長
含

む
）

病
棟

看
護

師
病

棟
看

護
師

病
棟

看
護

師

病
棟

看
護

師
病

棟
看

護
師

病
棟

看
護

師

病
棟

看
護

師

②
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
の

「
入

院
時

情
報

提
供

書
」
の

提
出

先

【
郵

送
】

　
「
外

来
　

総
合

窓
口

　
副

師
長

」
　

あ
て

【
Ｆ

Ａ
Ｘ

】
可

0
2
3
3
-
5
2
-
2
9
2
8

【
メ

ー
ル

】
不

可

【
郵

送
】

　
「
病

棟
師

長
」

　
あ

て

【
Ｆ

Ａ
Ｘ

】
不

可

【
メ

ー
ル

】
不

可

【
持

参
先

（
部

署
）
】

医
事

経
営

相
談

課
・
入

退
院

支
援

担
当

看
護

師
　

ま
た

は
受

付
⑧

窓
口

に
提

出
　 【
事

前
℡

連
絡

】
（
不

要
）

【
留

意
事

項
等

】
※

病
棟

に
は

医
事

経
営

相
談

課
か

ら
回

付
し

ま
す

【
郵

送
】

　
「
医

事
経

営
相

談
課

　
入

退
院

支
援

担
当

看
護

師
」

  
あ

て

【
Ｆ

Ａ
Ｘ

】
不

可

【
メ

ー
ル

】
不

可

【
持

参
先

（
部

署
）
】

　
外

来
　

総
合

窓
口

　
副

師
長

　
　

長
岡

由
美

【
事

前
℡

連
絡

】
  

（
要

）

  
0
2
3
3
-
2
2
-
2
9
1
5

  
（
内

線
2
1
4
）

【
持

参
先

（
部

署
）
】

　
病

棟
看

護
師

　
（
師

長
含

む
）

【
事

前
℡

連
絡

】
  

（
不

要
）
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持
参

の
場

合
持

参
以

外
の

手
段

町
立

真
室

川
病

院

〒
9
99

-5
31

2
最

上
郡

真
室

川
町

大
字

新
町

4
69

-
1

電
話

：
02

33
-6

2-
22

1
1

新
庄

徳
洲

会
病

院

〒
9
96

-0
04

1
新

庄
市

大
字

鳥
越

字
駒

場
4
62

3

電
話

：
02

33
-2

3-
34

3
4

P
F
C
 H

O
S
P
IT

A
L

〒
9
96

-0
0
５

３
新

庄
市

大
字

福
田

8
0
6

電
話

：
02

33
-2

2-
20

4
7

⑤
退

院
日

を
担

当
ケ

ア
マ

ネ
に

連
絡

す
る

担
当

⑥
退

院
時

情
報

の
提

供
担

当

【
郵

送
】

　
「地

域
医

療
連

携
室

」
あ

て

【
Ｆ

Ａ
Ｘ

】不
可

【
メ

ー
ル

】不
可

医
療

機
関

名
①

入
院

し
た

こ
と

を
担

当
ケ

ア
マ

ネ
に

連
絡

す
る

担
当

②
ケ

ア
マ

ネ
か

ら
の

「
入

院
時

情
報

提
供

書
」
の

提
出

先
③

退
院

見
込

み
を

担
当

ケ
ア

マ
ネ

に
連

絡
す

る
担

当

④
退

院
調

整
の

主
体

に
な

る
担

当

病
棟

担
当

看
護

師
（
各

科
の

リ
ー

ダ
ー

又
は

受
け

持
ち

看
護

師
）

病
棟

担
当

看
護

師
（
各

科
の

リ
ー

ダ
ー

又
は

受
け

持
ち

看
護

師
）

病
棟

担
当

看
護

師
（
各

科
の

リ
ー

ダ
ー

又
は

受
け

持
ち

看
護

師
）

病
棟

看
護

師

病
棟

担
当

看
護

師
（
受

け
持

ち
看

護
師

に
よ

る
看

護
サ

マ
リ

ー
）

【
持

参
先

（部
署

）】
　

内
科

外
来

　
（
入

院
後

は
病

棟
で

も
可

）
　

師
長

ま
た

は
主

任

【
事

前
℡

連
絡

】
不

要
　 【
留

意
事

項
等

】
・
外

来
‥

可
能

で
あ

れ
ば

午
後

か
ら

お
願

い
し

ま
す

・
病

棟
‥

い
つ

で
も

可
能

【
持

参
先

（部
署

）】
　

医
療

相
談

室

【
事

前
℡

連
絡

】
　

不
要

　 【
留

意
事

項
等

】
　

M
S
W

が
2名

と
も

不
在

の
場

合
は

医
事

課
に

「M
S
W

あ
て

」
と

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

【
持

参
先

（部
署

）】
　

地
域

医
療

連
携

室

【
事

前
℡

連
絡

】
　

不
要

【
留

意
事

項
等

】
　

土
・日

・祝
日

の
場

合
は

直
接

病
棟

に
持

参
し

て
く
だ

さ
い

。

【
郵

送
】

　
「外

来
師

長
（津

藤
美

帆
）
」あ

て 【
Ｆ

Ａ
Ｘ

】不
可

【
メ

ー
ル

】不
可

＜
留

意
事

項
＞

・
事

務
を

経
由

し
て

の
看

護
部

連
絡

と
な

っ
て

い
ま

す

【
郵

送
】

　
「医

療
相

談
室

」あ
て

【
Ｆ

Ａ
Ｘ

】不
可

【
メ

ー
ル

】不
可

病
棟

担
当

看
護

師
（
各

科
の

リ
ー

ダ
ー

又
は

受
け

持
ち

看
護

師
）

医
療

相
談

室

地
域

医
療

連
携

室

病
棟

担
当

看
護

師
（
各

科
の

リ
ー

ダ
ー

又
は

受
け

持
ち

看
護

師
）

医
療

相
談

室
医

療
相

談
室

医
療

相
談

室

地
域

医
療

連
携

室
病

棟
副

師
長

ま
た

は
主

任
地

域
医

療
連

携
室
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医
療

機
関

名
②

本
人

・
家

族
に

介
護

保
険

や
申

請
に

 関
す

る
説

明
を

行
う

担
当

③
市

町
村

へ
の

橋
渡

し
が

必
要

な
場

合
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
に

連
絡

を
行

う
担

当
入

退
院

支
援

に
関

す
る

総
括

担
当

県
立

新
庄

病
院

〒
9
9
6
-
0
0
2
5

新
庄

市
若

葉
町

1
2
-
5
5

町
立

金
山

診
療

所

〒
9
9
9
-
5
4
0
2

最
上

郡
金

山
町

大
字

金
山

5
4
8
-
2

最
上

町
立

最
上

病
院

〒
9
9
9
-
6
1
0
1

最
上

郡
最

上
町

大
字

向
町

6
4
-
3

町
立

真
室

川
病

院

〒
9
9
9
-
5
3
1
2

最
上

郡
真

室
川

町
大

字
新

町
4
6
9
-
1

新
庄

徳
洲

会
病

院

〒
9
9
6
-
0
0
4
1

新
庄

市
大

字
鳥

越
字

駒
場

4
6
2
3

P
F
C
　

H
O
S
P
IT

A
L

〒
9
9
6
-
0
0
５

３
新

庄
市

大
字

福
田

8
0
6

病
棟

師
長

（
土

田
久

美
子

）

病
棟

看
護

師

病
棟

看
護

師
（
師

長
含

む
）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

担
当

者
病

棟
看

護
師

（
師

長
含

む
）

真
室

川
町

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

担
当

者
病

棟
師

長
、

主
任

看
護

師
、

受
け

持
ち

看
護

師
病

棟
師

長
、

主
任

看
護

師
、

受
け

持
ち

看
護

師

病
棟

看
護

師

【Ｂ
パ

タ
ー

ン
】介

護
保

険
を

ま
だ

利
用

し
て

い
な

い
が

こ
れ

か
ら

利
用

す
る

可
能

性
が

あ
る

場
合

の
医

療
機

関
担

当
窓

口

医
事

経
営

相
談

課
入

退
院

支
援

担
当

看
護

師

看
護

主
査

　
（
　

五
十

嵐
由

美
）

病
棟

師
長

病
棟

看
護

師
（
依

頼
が

あ
れ

ば
地

域
医

療
部

）
医

事
経

営
相

談
課

地
域

医
療

部

医
療

相
談

室
医

療
相

談
室

地
域

医
療

連
携

室
地

域
医

療
連

携
室

医
療

相
談

室

地
域

医
療

連
携

室
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住
所

〒
9
96

-8
50

1
  

  
新

庄
市

沖
の

町
1
0-

3
7

電
話

0
23

3-
22

-
21

1
1

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
23

-2
46

9

住
所

〒
9
96

-0
00

1
  

  
新

庄
市

五
日

町
字

宮
内

２
４

０
－

２
電

話
0
23

3-
28

-
03

3
0

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
28

-0
33

1

住
所

〒
9
99

-5
40

2
  

  
金

山
町

大
字

金
山

３
２

４
－

１
電

話
0
23

3-
52

-
30

3
5

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
52

-2
00

4

住
所

〒
9
99

-6
10

1
  

  
最

上
町

大
字

向
町

４
３

－
１

電
話

0
23

3-
43

-
31

1
7

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
43

-3
11

5

住
所

〒
9
99

-4
60

1
  

  
舟

形
町

舟
形

２
６

３
電

話
0
23

3-
32

-
87

6
2

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
32

-8
76

2

住
所

〒
9
99

-5
31

2
  

  
真

室
川

町
大

字
新

町
４

６
９

－
１

電
話

0
23

3-
64

-
15

2
5

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
64

-1
52

6

住
所

〒
9
96

-0
21

2
  

  
大

蔵
村

大
字

清
水

２
５

２
８

電
話

0
23

3-
75

-
21

0
4

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
75

-2
23

1

住
所

〒
9
99

-5
29

2
  

  
鮭

川
村

大
字

佐
渡

２
０

０
３

－
７

電
話

02
33

-5
5-

21
1
1

（
内

線
13

2
）

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
55

-
32

6
9

住
所

〒
9
99

-6
40

1
  

  
戸

沢
村

大
字

古
口

２
７

０
電

話
0
23

3-
32

-
06

6
1

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
72

-2
11

6
戸

沢
村

金
山

町
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

舟
形

町
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

真
室

川
町

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

大
蔵

村
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

鮭
川

村
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

戸
沢

村
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

最
上

町
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー

金
山

町

最
上

町

舟
形

町

市
町

村
の

相
談

窓
口

（
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

）

真
室

川
町

大
蔵

村

鮭
川

村

新
庄

市
成

人
福

祉
課

　
高

齢
者

福
祉

推
進

室
　

在
宅

医
療

・
介

護
担

当

新
庄

市
新

庄
市

社
会

福
祉

協
議

会
 新

庄
市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー
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住
所

〒
9
96

-8
50

1
  

  
新

庄
市

沖
の

町
1
0-

3
7

電
話

02
33

-2
2-

21
1
1

（
代

表
）

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
23

-
24

6
9

住
所

〒
9
99

-5
40

2
  

  
金

山
町

大
字

金
山

３
２

４
－

１
電

話
02

33
-5

2-
21

1
1

（
代

表
）

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
52

-
20

0
4

住
所

〒
9
99

-6
10

1
  

  
最

上
町

大
字

向
町

４
３

－
１

電
話

0
23

3-
43

-
31

1
7

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
43

-3
11

5

住
所

〒
9
99

-4
60

1
  

  
舟

形
町

舟
形

２
６

３
電

話
0
23

3-
32

-
07

1
7

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
32

-2
11

7

住
所

〒
9
99

-5
31

2
  

  
真

室
川

町
大

字
新

町
４

６
９

－
１

電
話

0
23

3-
64

-
34

3
6

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
64

-1
52

6

住
所

〒
9
96

-0
21

2
  

  
大

蔵
村

大
字

清
水

２
５

２
８

電
話

0
23

3-
75

-
21

0
4

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
75

-2
23

1

住
所

〒
9
99

-5
29

2
  

  
鮭

川
村

大
字

佐
渡

２
０

０
３

－
７

電
話

02
33

-5
5-

21
1
1

（
内

線
13

2
）

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
55

-
32

6
9

住
所

〒
9
99

-6
40

1
  

  
戸

沢
村

大
字

古
口

２
７

０
電

話
0
23

3-
72

-
23

6
4

Ｆ
Ａ

Ｘ
0
23

3-
72

-2
11

6

市
町

村
の

要
介

護
申

請
窓

口

新
庄

市

金
山

町

最
上

町

舟
形

町

金
山

町
 健

康
福

祉
課

 医
療

介
護

係

最
上

町
 健

康
福

祉
課

新
庄

市
 成

人
福

祉
課

　
高

齢
者

福
祉

推
進

室

真
室

川
町

大
蔵

村

鮭
川

村

戸
沢

村

舟
形

町
 健

康
福

祉
課

 介
護

医
療

係

真
室

川
町

 福
祉

課

大
蔵

村
 健

康
福

祉
課

鮭
川

村
 健

康
福

祉
課

 介
護

医
療

係

戸
沢

村
 健

康
福

祉
課

 医
療

介
護

係
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※
4
0
歳

～
6
4
歳

（
第

2
号

被
保

険
者

）
の

場
合

は
医

療
保

険
の

保
険

証
も

持
参

　
○

個
人

番
号

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
）

カ
ー

ド
 ま

た
は

 個
人

番
号

（
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
）

通
知

カ
ー

ド

～
要

介
護

申
請

手
続

き
に

必
要

な
も

の
～

【
申

請
す

る
方

の
】

【
家

族
等

が
申

請
代

行
す

る
場

合
は

以
下

も
必

要
】

　
○

印
鑑

　
○

介
護

保
険

被
保

険
者

証
（

6
5
歳

以
上

の
方

）

　
○

提
出

代
行

者
の

印
鑑

　
○

提
出

代
行

者
の

身
分

証
明

が
で

き
る

も
の

（
運

転
免

許
証

・
保

険
証

等
）

“
そ

の
人

ら
し

い
生

き
方

を
わ

た
し

た
ち

が
支

え
る

”

不
明

な
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
市

町
村

の
要

介
護

申
請

窓
口

（
Ｐ

．
10

）に
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

- 11 -
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入院時情報提供書　（居宅介護支援事業所→医療機関）

入院日： 年 月 日 年 月 日

年 月 日 歳 性別　　 

住所 自宅

携帯

□ □ □ 区分変更中 □ 非該当

　総合事業対象者 ・ 要支援（　　　　）　・要介護（　　　　） 有効期間 ～

□ 無 □ 有 □ （ / 週 ） □ （ / 週 ） □ 訪問看護 （ / 週 ）

□ （ / 週 ） □ （ / 週 ） □ 短期入所 （ / 週 ）

□ 福祉用具貸与（ ） □ その他（ ）

□ □ □ □ （ ） （ ）

□ □ （ 人工肛門/人工膀胱 ） □ □ 喀痰吸引 □ 胃瘻 □ 褥瘡（ ）
処置の頻度（ ） 家族対応 □ 可 □ 不可 □ その他（ ）

□ 無 □ 有 （ 疾患名 ）

□ 無 □ 有 療育 （ ） ・ 精神 （ ） ・ 身障 （ ）
家族構成 　□男性　○女性

☆キーパーソン

（ □ 無 □ 有 ） 　留意点

□ 十分 □

□ 持家 □ 借家 （ □ 一戸建/ □ 集合住宅 階 ・ □ （ ）

□ 和式 □ 洋式） 寝具（ □ ベッド □ 布団）

段差（ □ 無 ・ □ 有 ）

□ 独歩 □ 車いす □ 杖 □ 歩行器 □ 装具や補助具 （ ）

義歯 □ 部分義歯 （ □ 上 □ 下 ） □ 総義歯 （ □ 上 □ 下 ）

□ 普通食 □ 治療食 （ kcal / □ □ □ □ （ ）

主食 □ □ □

副食 □ 通常 □ □ 刻み □ □ □ □ ソフト食

１日 ml □ 無 □ 有（ ）

□ 無 □ 有（ ） □ 無 □ 有

□ 箸 □ □ ） ）

□ 自宅（浴室） □ □ □ 清拭

□ □ □ トイレ □ （ □ 日中 □ 夜間 ） □ 尿器（ □ 日中 □ 夜間） □ オムツ（ □ 日中 □ 夜間）

薬の種類（薬剤情報書での代替：□ 無 □ 有

コミュニケーション障害の支援 □ 無 □ 有 具体的状況

□ 視力 □ 聴力 □ 発語 □ その他（ ）

認知症の診断 □ 無 □ 有 病名（ ）

周辺症状 □ 無 □ 有 □ 幻視 □ 幻聴 □ 興奮 □ 不穏 □ 妄想 □ 徘徊 □ 暴力 □ □ 不眠

□ □ □ □ □ □ その他（ ）

具体的状況

※このシートにおける個別情報の取り扱いについては、本人もしくは家族に同意を得ています。平成31年4月　山形県介護支援専門員　最上地区支部改訂　ver.2

令和

)

尿意なし

要支援者は必要事項のみ記入

危険行為 不潔行為 意思疎通困難 ひどいもの忘れ

携帯

担当国民年金 厚生年金 障害年金 生活保護 その他

介護への抵抗

便意なし

更衣

ポータブルトイレ

全粥

(

認定日

訪問介護

意
思

伝
達

特
記

医療機関

自
立

摂取方法：

極刻み ミキサー

トイレ（

ストマ

医療機関

主治医

経済状況

障害/

　担当中のご利用者の生活や介護状況について情報提供致しま
す。

医
療
関
連

氏名
フリガナ

基
本
情
報

気管支切開

既往歴
主治医

令和 /

生年月日　

情報提供日：

事業所名

担当者名

連絡先

電話番号

年齢

認
知
機
能

特定疾患医療受給者証
障害者手帳

移動方法

移乗方法

住環境

介護力

口腔清潔

水分摂取量：

A
D
L

(

日
常
生
活
動
作

)

服薬管理

排泄

食事

見
守
り

一
部
介
助

環
境

(

家
族
状
況
・
住
ま
い
等

)

入浴

全
介
助

昼夜逆転

続柄

留置カテーテル

　　　　　　　　

住所

通所介護

通所リハビリ 訪問入浴

緊
急
連
絡
先

氏名

ミキサー

一口大

高血圧食

不十分理解の状況

要介護度

サービス
利用状況

家族の思い

糖尿病食

有

電話番号

自宅

医療処置

本人の思い

未申請 申請中

訪問入浴 通所系サービス

スプーン その他（ 嚥下や咀嚼状況（留意点

自宅

有料老人ホーム

携帯

アレルギー： 食への意欲：

とろみ剤使用

腎臓病食 その他

とろみあり

米飯
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市
町
村

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ

事
業
所
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

事
業
所
の
所
在
地

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

新
庄

0
2
3
3
-
2
8
-
7
3
30

0
2
3
3
-
2
8
-
7
3
31

山
形

県
新

庄
市

金
沢

１
８

３
５

－
８

２
ユ

ニ
オ

ン
新

庄
ビ

ル
２

０
１

新
庄

徳
洲

会
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
0
2
3
3
-
2
9
-
4
6
07

0
2
3
3
-
2
9
-
4
6
07

山
形

県
新

庄
市

鳥
越

字
駒

場
４

６
２

３
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
あ

た
し

ん
家

0
2
3
3
-
2
9
-
3
8
71

0
2
3
3
-
2
9
-
3
8
72

山
形

県
新

庄
市

住
吉

町
１

０
５

１
－

２
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
　

ア
ー

ユ
ス

新
庄

0
2
3
3
-
7
7
-
4
4
18

0
2
3
3
-
7
7
-
4
4
18

山
形

県
新

庄
市

金
沢

１
９

６
４

番
地

１
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
　

コ
テ

ィ
エ

0
2
3
3
-
3
2
-
1
1
12

山
形

県
新

庄
市

大
手

町
２

番
６

８
号

２
Ｆ

○
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

※
着

色
さ

れ
て

い
る

事
業

所
は

休
止

状
態

で
す

。

市
町
村

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ

事
業
所
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

事
業
所
の
所
在
地

も
み

の
木

介
護

支
援

事
業

所
0
2
3
3
-
2
8
-
7
3
45

0
2
3
3
-
2
8
-
7
3
46

山
形

県
新

庄
市

五
日

町
字

宮
内

２
４

０
番

地
２

在
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
じ

さ
い

0
2
3
3
-
2
6
-
2
2
77

0
2
3
3
-
2
6
-
2
2
78

山
形

県
新

庄
市

本
合

海
福

田
界

１
８

０
２

－
２

５
在

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
第

二
あ

じ
さ

い
0
2
3
3
-
2
5
-
2
2
23

0
2
3
3
-
2
5
-
2
2
03

山
形

県
新

庄
市

泉
田

上
村

西
１

７
０

新
庄

薬
師

園
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
2
3
3
-
2
3
-
6
2
08

0
2
3
3
-
2
3
-
6
2
02

山
形

県
新

庄
市

金
沢

西
ノ

山
３

０
２

７
－

４
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

Ｐ
Ｆ

Ｃ
エ

ー
デ

ル
ワ

イ
ス

0
2
3
3
-
2
6
-
2
6
85

0
2
3
3
-
2
6
-
2
6
87

山
形

県
新

庄
市

本
合

海
福

田
界

１
８

０
２

番
地

３
ケ

ア
ワ

ー
ク

新
庄

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
0
2
3
3
-
2
2
-
2
4
15

0
2
3
3
-
2
3
-
0
6
38

山
形

県
新

庄
市

上
金

沢
町

９
番

３
７

号
あ

さ
ひ

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

新
庄

0
2
3
3
-
2
8
-
7
5
60

0
2
3
3
-
2
3
-
5
5
95

山
形

県
新

庄
市

大
町

１
６

番
６

号
医

療
法

人
徳

洲
会

　
新

庄
徳

洲
会

介
護

セ
ン

タ
ー

0
2
3
3
-
2
8
-
8
2
87

0
2
3
3
-
2
9
-
4
6
06

山
形

県
新

庄
市

鳥
越

字
駒

場
4
6
2
3

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
「
い

ろ
り

」
0
2
3
3
-
2
9
-
2
3
01

0
2
3
3
-
2
3
-
5
6
33

山
形

県
新

庄
市

住
吉

町
１

番
１

２
号

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

い
と

う
0
2
3
3
-
2
2
-
2
7
45

0
2
3
3
-
2
2
-
3
5
31

山
形

県
新

庄
市

大
手

町
２

番
６

７
号

福
祉

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

山
形

0
2
3
3
-
2
9
-
4
5
56

山
形

県
新

庄
市

本
町

６
番

１
１

号
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

ネ
ス

ト
・
サ

ポ
ー

ト
0
2
3
3
-
2
3
-
3
9
93

0
2
3
3
-
2
3
-
4
0
35

山
形

県
新

庄
市

住
吉

町
３

番
３

号
カ

イ
セ

イ
介

護
サ

ー
ビ

ス
0
2
3
3
-
2
9
-
2
9
12

0
2
3
3
-
2
9
-
5
2
12

山
形

県
新

庄
市

末
広

町
７

－
４

新
庄

地
域

福
祉

事
業

所
　

さ
ん

の
ほ

り
0
2
3
3
-
2
8
-
9
3
71

0
2
3
3
-
2
8
-
9
3
72

山
形

県
新

庄
市

鳥
越

１
０

１
３

－
３

７
ほ

し
薬

局
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
2
3
3
-
2
8
-
8
6
93

0
2
3
3
-
2
3
-
5
8
23

山
形

県
新

庄
市

鉄
砲

町
３

番
１

号
虹

　
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
2
3
3
-
2
3
-
1
5
58

0
2
3
3
-
2
3
-
1
5
58

山
形

県
新

庄
市

十
日

町
６

３
７

３
番

地
の

７
６

居
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

　
ぱ

れ
っ

と
0
2
3
3
-
2
5
-
2
2
31

0
2
3
3
-
2
5
-
2
2
71

山
形

県
新

庄
市

萩
野

１
０

１
－

１
居

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
　

日
和

0
2
3
3
-
3
2
-
0
5
65

0
2
3
3
-
2
9
-
2
2
19

山
形

県
新

庄
市

本
町

４
番

３
３

号
ゴ

ー
ル

デ
ン

ス
タ

ッ
フ

新
庄

　
居

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
0
2
3
3
-
2
8
-
0
0
01

0
2
3
3
-
2
9
-
2
9
55

山
形

県
新

庄
市

小
田

島
町

１
番

１
号

居
宅

介
護

支
援

セ
ン

タ
ー

カ
ナ

ン
0
2
3
3
-
2
2
-
2
9
11

0
2
3
3
-
2
2
-
2
9
12

山
形

県
新

庄
市

金
沢

２
８

６
４

番
地

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
い

ぶ
き

0
2
3
3
-
2
2
-
1
3
72

0
2
3
3
-
2
3
-
0
2
10

山
形

県
新

庄
市

松
本

３
９

３
番

地
の

９
か

い
ご

サ
ポ

ー
ト

　
ひ

と
む

す
び

0
2
3
3
-
2
9
-
7
2
35

山
形

県
新

庄
市

万
場

町
５

番
１

６
号

Ａ
居

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
「
ト

ー
タ

ル
ケ

ア
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
」

0
2
3
3
-
2
2
-
7
5
52

0
2
3
3
-
2
2
-
7
7
34

山
形

県
新

庄
市

常
葉

町
５

番
６

号
Ｓ

Ｏ
Ｍ

Ｐ
Ｏ

ケ
ア

　
新

庄
金

沢
　

居
宅

介
護

支
援

0
2
3
3
-
2
8
-
6
10

山
形

県
新

庄
市

金
沢

1
8
6
3
-1

【
参

考
資

料
】

※
県

長
寿

社
会

政
策

課
ま

と
め

「
介

護
保

険
事

業
所

・施
設

一
覧

」
（R

3
年

2
月

1
日

現
在

）
よ

り
最

上
管

内
分

を
抜

粋

○
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

新
庄

市

新
庄

市
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市
町

村
事

業
所

の
名

称
事

業
所

の
Ｔ
Ｅ
Ｌ

事
業

所
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

事
業

所
の
所

在
地

金
山

町
居

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
「
み

す
ぎ

荘
」

0
23

3-
52

-3
50

2
02

33
-5

2-
30

1
3

山
形

県
最

上
郡

金
山

町
金

山
字

荒
屋

８
２

９
番

地
１

最
上

町
社

会
福

祉
協

議
会

「
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

」
0
23

3
-4

3-
31

8
0

02
33

-4
3-

3
11

9
山

形
県

最
上

郡
最

上
町

向
町

４
３

番
地

の
１

紅
梅

荘
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
23

3-
43

-3
66

1
0
23

3-
4
3-

36
6
3

山
形

県
最

上
郡

最
上

町
大

字
向

町
７

３
番

地
の

３
永

井
医

院
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
23

3-
46

-1
08

8
0
23

3-
4
6-

10
8
8

山
形

県
最

上
郡

最
上

町
向

町
53

3
番

地
の

6
0

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
　

最
上

町
や

す
ら

ぎ
0
23

3-
43

-3
37

8
0
23

3-
4
3-

31
2
6

山
形

県
最

上
郡

最
上

町
向

町
６

４
番

地
の

３
ふ

な
が

た
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
23

3-
32

-3
55

0
0
23

3-
3
2-

35
5
2

山
形

県
最

上
郡

舟
形

町
長

者
原

１
７

１
２

番
地

１
医

療
法

人
徳

洲
会

舟
形

徳
洲

苑
介

護
セ

ン
タ

ー
0
23

3-
34

-5
56

1
0
23

3-
3
5-

22
2
9

山
形

県
最

上
郡

舟
形

町
富

田
字

冨
田

１
３

５
－

１
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

「
ゆ

う
ゆ

う
」

0
23

3-
62

-3
43

1
0
23

3-
6
2-

34
3
2

山
形

県
最

上
郡

真
室

川
町

新
町

４
６

９
番

５
福

寿
荘

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
0
23

3-
62

-2
39

6
0
23

8-
6
2-

22
3
4

山
形

県
最

上
郡

真
室

川
町

木
ノ

下
１

１
０

１
番

１
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

「
ゆ

う
ゆ

う
」

0
23

3-
62

-3
43

1
0
23

3-
6
2-

34
3
2

山
形

県
最

上
郡

真
室

川
町

新
町

４
６

９
番

５
ふ

れ
あ

い
鮭

川
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
23

3-
64

-0
40

8
0
23

3-
6
2-

32
2
6

山
形

県
最

上
郡

真
室

川
町

平
岡

１
６

５
８

番
地

２
大

蔵
村

指
定

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
す

い
め

い
0
23

3-
75

-2
60

5
02

33
-7

5-
26

0
6

山
形

県
最

上
郡

大
蔵

村
清

水
３

１
３

７
番

地
の

６
０

鮭
川

村
ひ

め
ゆ

り
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

0
23

3-
55

-3
78

1
02

33
-5

5-
35

1
8

山
形

県
最

上
郡

鮭
川

村
石

名
坂

５
８

９
番

７
居

宅
介

護
支

援
セ

ン
タ

ー
ひ

ま
わ

り
0
23

3-
34

-7
01

1
0
23

3-
7
2-

30
2
2

山
形

県
最

上
郡

戸
沢

村
蔵

岡
野

中
沢

前
山

２
７

５
９

番
地

ケ
ア

プ
ラ

ン
セ

ン
タ

ー
　

紅
芭

0
23

3-
72

-9
33

9
0
23

3
-7

2-
93

3
8

山
形

県
最

上
郡

戸
沢

村
津

谷
鞭

打
野

２
０

９
６

－
１

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
こ

は
な

0
23

3-
73

-8
06

7
0
23

3-
7
3-

80
6
8

山
形

県
最

上
郡

戸
沢

村
角

川
１

４
３

６
番

地

市
町

村
事

業
所

の
名

称
事

業
所

の
Ｔ
Ｅ
Ｌ

事
業

所
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

事
業

所
の
所

在
地

医
療

法
人

社
団

清
明

会
介

護
老

人
保

健
施

設
Ｐ

Ｆ
Ｃ

エ
ー

デ
ル

ワ
イ

ス
0
23

3
-2

6-
26

8
5

02
33

-2
6-

2
68

7
山

形
県

新
庄

市
本

合
海

字
福

田
界

１
８

０
２

番
地

３
介

護
老

人
保

健
施

設
新

庄
薬

師
園

0
23

3-
23

-8
06

0
0
23

3-
2
3-

62
0
2

山
形

県
新

庄
市

金
沢

西
の

山
３

０
２

７
－

４
最

上
町

最
上

町
介

護
老

人
保

健
施

設
や

す
ら

ぎ
0
23

3-
43

-3
37

8
02

33
-4

3-
31

2
6

山
形

県
最

上
郡

最
上

町
向

町
６

４
番

地
の

３
舟

形
町

舟
形

徳
洲

苑
0
23

3-
35

-2
22

8
02

33
-3

5-
22

2
9

山
形

県
最

上
郡

舟
形

町
富

田
字

富
田

１
３

５
－

１
真

室
川

町
医

療
法

人
徳

洲
会

　
介

護
老

人
保

健
施

設
　

梅
花

苑
0
23

3-
32

-0
50

5
02

33
-3

2-
05

0
6

山
形

県
最

上
郡

真
室

川
町

木
ノ

下
字

片
渕

山
１

１
２

５
番

２
８

６

新
庄

市

○
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

（
つ

づ
き

）

最
上

町

舟
形

町

戸
沢

村

○
介

護
老

人
保

健
施

設

真
室

川
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市
町

村
事

業
所

の
名

称
事

業
所

の
Ｔ
Ｅ
Ｌ

事
業

所
の
Ｆ
Ａ
Ｘ

事
業

所
の
所

在
地

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
新

寿
荘

0
2
3
3
-
2
6
-
2
3
16

0
2
3
3
-
2
6
-
2
3
17

山
形

県
新

庄
市

本
合

海
福

田
界

２
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改訂履歴 

版数 日付 改訂内容 

初版 2019.3.4 初版発行 

第 2 版 2020.3 P1 発行年月を削除 

P13～16 「介護保険事業所・施設一覧」を R2 年 2 月 1 日現

在に更新 

     項目名を「介護保険事業所・施設一覧」の表記と

統一 

P17 改訂履歴を追加 

第 3 版 2021.3 P1、7 医療機関名を修正 

P9 大蔵村地域包括支援センターの電話を修正 

P10 大蔵村健康福祉課の電話を修正 

P12 入院時情報提供書を更新 

P13～16 「介護保険事業所・施設一覧」を R3 年 2 月 1 日現

在に更新 
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「もがみ地域退院支援連携ルールの手引き」（平成 31年 3 月） 

山形県最上保健所 保健企画課（企画調整・地域医療担当） 

〒996-0002  新庄市金沢字大道上 2034 

電 話 ０２３３－２９－１２５７ 

ＦＡＸ ０２３３－２２－２０２５ 

ホームページ（最新データを県ホームページに掲載しています）                               

    【掲載場所】山形県ホームページ≫最上総合支庁≫最上保健企画課（検査室・生活衛生室） 

≫在宅療養・在宅医療のページ≫「もがみ地域退院支援連携ルールの手引き」 
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山形県地域保健医療協議会設置要綱 

 

（設置） 

第１ 住民の健康を確保し、地域の特性や実情に即した保健医療の推進を図ることを目的と

して策定された地域保健医療計画の円滑な進行を図るほか、地域医療構想調整会議として

地域医療構想の達成の推進を図ることを目的に医療法第 30 条の 14 で規定する協議を行う

ため、山形県保健医療計画で定める二次保健医療圏ごとに、別表に掲げる地域保健医療協

議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

    

（協議事項） 

第２ 協議会は、次の事項について協議検討する。 

(1) 地域保健医療計画及び地域医療構想の進捗状況の把握、評価に関すること。 

(2) 地域保健医療計画及び地域医療構想の見直しに関すること。 

(3) 地域の病院・有床診療所が担うべき病床機能に関すること。 

(4) 病床機能報告制度による情報の共有に関すること。 

(5) 地域医療構想の達成を推進するための方策に関すること。 

(6) 地域の病院・有床診療所の開設・増床等に関すること。 

(7) 外来医療計画に関すること。 

(8) その他目的達成のため必要な事項に関すること。 

 

（委員） 

第３ 協議会は、それぞれ委員 50 人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから知事が委嘱し、又は任命する。 

(1) 保健医療関係者 

(2) 福祉関係者 

(3) 学識経験者 

(4) 行政関係者 

(5) 医療保険者 

３ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、年度途中で委嘱する場合又は委員

が欠けた場合における補欠の委員の任期は２年以内とし、補欠委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

 

（会長及び副会長） 

第４ 協議会に会長及び副会長を置き、委員の互選により定める。 

２ 会長は、会務を統括し、協議会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第５ 会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

 

（専門部会等） 

第６ 協議会に、必要に応じ、専門的事項を調査検討させるために、専門部会やワーキング

を置くことができる。 
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（庶務） 

第７ 協議会の庶務は、別表に掲げる総合支庁保健福祉環境部において処理する。 

 

（補則） 

第８ この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。 

 

 

 

附 則 

この要綱は、平成３年２月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成５年５月12日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成１１年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、平成２８年９月２９日から施行する。 

 附 則 

  この要綱は、令和元年１１月１日から施行する。 

 

  別 表 

 

二次保健  
医  療  圏  地域保健医療協議会  庶務担当総合支庁  

保健福祉環境部  
村山圏域  村山地域保健医療協議会  村山総合支庁  

最上圏域  最上地域保健医療協議会  最上総合支庁  

置賜圏域  置賜地域保健医療協議会  置賜総合支庁  

庄内圏域  庄内地域保健医療協議会  庄内総合支庁  
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